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>日 本山岳会事務取扱時間

月・火・木・土曜日    10～ 20時

水・金曜日        13～ 20時

>図書室開室時間

日曜・祭日 0月 曜日を除く毎日

13～ 20時

>ルーム夏休み  8月 17日 ～22日

平成10年度通常総会

「秩父宮記念山岳賞」を創設

平
成
十
年
度
通
常
総
会
が
五
月
十
六
日
、

東
京

ｏ
千
代
田
区
三
崎
町
の
東
京
グ
リ
ー

ン
ホ
テ
ル
水
道
橋
で
開
か
れ
た
。

通
常
総
会
に
は
会
員
百
五
十
四
名
が
出

席
、
議
案
①
平
成
九
年
度
事
業
報
告
お
よ

び
収
支
決
算
、
財
産
目
録
承
認
の
件
。
②

平
成
十
年
度
事
業
計
画
案
お
よ
び
収
支
予

算
案
承
認
の
件
。
③
平
成
十
年
度
除
籍
対

象
者
の
件
。
④
秩
父
宮
記
念
賞
創
設
の
件
。

⑤
そ
の
他
―
に
つ
い
て
慎
重
審
議
し
、
い

ず
れ
も
原
案
ど
お
り
可
決
、
承
認
し
た
。

（事
業
報
告
等
の
内
容
は
別
掲
）

「
山
岳
会
の
運
営
は
順
調
に
推
移
」

と
会
長
挨
拶

議
案
審
議
に
先
立
ち
、
斎
藤
惇
生
会
長

は
、
次
の
よ
う
に
挨
拶
し
た
。

日
本
山
岳
会
の
運
営
は
順
調
に
推
移
し

て
い
る
。
昨
年
の
最
大
の
出
来
事
は
、
や

は
り
広
島
支
部
の
誕
生
だ

っ
た
と
思
う
。

長
ら
く
山
陽
道
で
の
支
部
誕
生
が
待
た
れ

て
い
た
。
全
国
支
部
集
会
は
越
後
支
部
に

お
願
い
し
、
盛
大
に
行
う
こ
と
が
で
き
た
。

海
外
登
山
も
活
発
だ
。

今
年
は
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
が
創
設

さ
れ
る
。
五
月
の
理
事
会
で
よ
う
や
く
大

　

＞

綱
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
た
。　
　
　
　
　
＜

六
月
か
ら
中
高
年
対
策
に
つ
い
て
活
動

を
開
始
す
る
。
と
い
う
の
も
昨
年
は
三
百

七
十
名
が
新
し
く
会
員
に
な
ら
れ
た
。
う

ち
百
二
十
名
が
支
部
に
入
ら
れ
た
が
、
平

均
年
齢
は
五
十
六
～
五
十
七
歳
だ
。
日
本

山
岳
会
の
現
在
の
平
均
年
齢
と
ち
ょ
う
ど

同
じ
で
あ
る
。
こ
の
こ
と
を
考
え
る
と
、

中
高
年
層
に
登
山
技
術
な
ど
の
指
導
を
し

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
思
う
。
集

会
委
員
会
が
中
心
に
な
っ
て
動
い
て
い
る
。

事
業
報
告

・
収
支
決
算

山
研
修
繕
費
を
積
み
立
て

こ
の
日
の
総
会
に
は
、
二
千
四
百
九
十

名
か
ら
委
任
状
が
提
出
さ
れ
た
。
二
月
末
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現
在
の
会
員
数
は
五
千
七
百
三
十
七
名
で

あ
り
、
出
席
者
と
委
任
状
を
合
わ
せ
る
と
、

会
員
の
三
分
の

一
の
千
九
百
十
三
名
を
上

回
っ
た
。
議
事
録
署
名
人
に
は
宮
崎
紘

一
、

藤
田
礼
子
両
会
員
が
指
名
さ
れ
た
。

平
成
九
年
度
の
事
業
報
告
は
絹
川
祥
夫

総
務
担
当
常
務
理
事
、
収
支
決
算
お
よ
び

財
産
目
録
は
吉
永
英
明
財
務
担
当
常
務
理

事
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

説
明
に
よ
る
と
、
国
際
交
流
が
活
発
で
、

八
月
に
は
ネ
パ
ー
ル
王
国
観
光
大
臣
、
十

二
月
に
は
カ
ナ
ダ
山
岳
会
、　
一
月
に
は
西

蔵
登
山
協
会
が
来
日
、
さ
ら
に
二
月
に
は

中
国
山
岳
協
会
首
席
を
迎
え
た
。
国
内
で

は
広
島
支
部
が
誕
生
、
ま
た
越
後
支
部
で

は
全
国
支
部
懇
談
会
を
開
催
、
松
代
町
か

ら
盛
大
な
歓
迎
を
受
け
た
。

青
年
部
が
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
な
ど
八
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
級
の
山
を
バ
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
ル

ー
ト
か
ら
登
攀
、
学
生
部
が
雪
崩
の
研
究

に
取
り
組
む
な
ど
、
若
い
会
員
の
活
躍
も

目
立

っ
た
。
マ
ッ
キ
ン
リ
ー
で
の
気
象
観

測
は
八
年
目
と
な
り
、
さ
ら
に
大
き
な
成

果
を
上
げ
つ
つ
あ
る
。

収
支
決
算
で
は
、
収
入
が
予
算
額
八
〇

一
四
万
円
に
対
し
決
算
額
八
五
八
九
万
円

と
な
り
、
予
算
を
五
七
五
万
円
、
七

・
二

パ
ー
セ
ン
ト
上
回
っ
た
。
大
部
分
を
占
め

る
入
会
金

・
会
費
の
納
入
が
よ
く
、
会
費

納
入
率
は
九
五
パ
ー
セ
ン
ト
を
超
え
た
。

と
く
に
支
部
会
員
の
納
入
率
は
九
八
パ
ー

セ
ン
ト
と
高
か
っ
た
。
終
身
会
費
収
入
は

低
金
利
で
運
用
益
が
期
待
で
き
な
い
た
め
、

あ
ま
り
お
勧
め
で
き
な
い
と
い
う
考
え
も

あ
る
が
、　
一
一
三
万
円
あ
っ
た
。
事
業
収

入
も
、
会
員
名
簿
作
成
に
伴
う
広
告
収
入

が
あ
っ
た
こ
と
の
ほ
か
、
い
わ
ゆ
る
Ｊ
Ａ

Ｃ
グ

ッ
ズ
や
刊
行
物
等
の
頒
布
収
入
が

あ
っ
て
予
算
を
上
回
る
こ
と
が
で
き
た
。

雑
収
入
は
利
息
の
ほ
か
山
岳
保
険
の
事
務

手
数
料
な
ど
。
な
お
、
故
大
屋
悌
二
常
務

理
事
の
ご
遺
族
か
ら
香
典
返
し
と
し
て
三

〇
万
円
の
寄
付
が
あ
っ
た
。

支
出
は
予
算
額
七
九
八
八
万
円
に
対
し

決
算
額
は
八

一
〇
四
万
円
と
予
算
を

一
一

六
万
円
上
回
っ
た
が
、
超
過
額
は

一
・
四

パ
ー
セ
ン
ト
に
と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
た
。

事
業
費
の
主
な
内
容
は

「山
岳
」
や
会
報

「山
」
な
ど
の
出
版
費
、
ま
た
支
部
に
対

す
る
助
成
金
で
あ
る
支
部
関
係
費
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
グ

ッ
ズ
の
仕
入
れ
な
ど
の
そ
の
他
の
事

業
費
な
ど
。
出
版
費
は
出
版
物
の
内
容
を

変
え
る
こ
と
な
く
経
費
を
削
減
す
る
こ
と

が
で
き
た
。
ル
ー
ム
の
賃
借
料
な
ど
の
運

営
管
理
費
は
ほ
ぼ
予
算
ど
お
り
だ

っ
た
。

長
期
計
画
積
立
金
と
し
て
は
従
来
、
百
周

年
記
念
事
業
の
積
立
金
と
し
て
毎
年
二
〇

〇
万
円
を
積
み
立
て
て
き
た
が
、
こ
れ
に

加
え
上
高
地

・
山
岳
研
究
所
の
改
修
費
と

し
て
毎
年

一
〇
〇
万
円
を
上
積
み
し
て
積

み
立
て
る
こ
と
に
し
た
。

こ
れ
ら
の
結
果
、
収
支
差
額
は
四
八
四

万
円
の
黒
字
と
な
り
、
前
年
度
の
繰
越
額

を
加
え
次
年
度
に

一
六
二
三
万
円
を
繰
り

越
す
こ
と
が
で
き
た
。
平
成
九
年
度
末
の

正
味
財
産
額
は
前
年
度
比
九
六
九
万
円
増

加
し
二
億
八
四
八
六
万
円
と
な
っ
た
。

こ
れ
ら
に
対
し
、
石
橋
正
美

・
神
崎
忠

男
両
監
事
か
ら
、
収
支
計
算
書
、
正
味
財

産
増
減
計
算
書
、
貸
借
対
照
表
お
よ
び
財

産
目
録
を
監
査
し
、
正
確
妥
当
な
こ
と
を

認
め
る
報
告
が
あ

っ
た
。

平
成
十
年
度
計
画

・
予
算

中
高
年
対
策
を
積
極
推
進

平
成
十
年
度
事
業
計
画
（案
）
お
よ
び
収

支
予
算
（案
）
に
つ
い
て
も
、
絹
川

・
吉
永

両
常
務
理
事
が
詳
細
に
説
明
し
た
。

主
な
事
業
計
画
は
、
①
中
高
年
会
員
対

策
と
し
て
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
、
実
践
登
山
を

実
施
。
集
会
委
員
会
が
中
心
と
な
り
、
科

学
、
医
療
委
員
会
の
連
携
を
得
て
六
月
か

ら
具
体
的
な
活
動
を
開
始
す
る
。
②
九
月

末
に
ワ
ル
タ
ｌ

ｏ
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
氏
を
招
き

講
演
会
、
写
真
展
を
開
催
。
③
学
生
部
が

十
月
か
ら
十
二
月
に
か
け
て
学
生
だ
け
で

ブ
ー
タ
ン
の
未
知
の
地
域
に
挑
戦
。
④

マ

ッ
キ
ン
リ
ー
の
気
象
観
測
を
継
続
実
施
。

⑤
十
～
十

一
月
に
ネ
パ
ー
ル

ｏ
ト
レ
ツ
キ

ン
グ
を
企
画
。
⑥
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
に
ホ

ー
ム
ペ
ー
ジ
を
引
き
続
き
開
設
。
⑦
新
た

な
事
業
と
し
て
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
を

十
二
月
の
年
次
晩
餐
会
に
発
表
―

な
ど
。

こ
れ
ら
に
対
す
る
予
算
は
、
収
支
均
衡

を
貫
い
て
編
成
。
収
入
は
前
年
度
予
算
額

一
・
八
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
八

一
五
八
万
円

と
し
た
。
新
入
会
員
は
三
百
五
十
名
の
予

定
。
前
年
度
実
績
は
三
百
七
十
名
だ
っ
た
。

通
常
会
費
収
入
は
六
五
五
〇
万
円
と
前
年

度
比
二

ｏ
六
パ
ー
セ
ン
ト
増
。
山
研
利
用

料
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
イ
ベ
ン
ト
を
予
定
し

て
い
る
の
で
、
こ
れ
を
織
り
込
み
前
年
比

一
二

・
七
パ
ー
セ
ン
ト
増
と
見
込
ん
だ
。

支
出
は
同

一
・
九
パ
ー
セ
ン
ト
増
の
八

一

三
六
万
円
の
予
定
。
出
版
費
の
減
少
は
経

費
削
減
の
努
力
に
基
づ
く
も
の
で
、
内
容

を
変
え
る
も
の
で
は
な
い
。
海
外
交
流
を

重
視
す
る
方
針
を
受
け
て
そ
の
他
事
業
費

は
若
干
増
。

平
成
十
年
度
除
籍
対
象
者
は
五
十
五
名

で
あ
る
。
前
年
の
七
十
二
名
よ
り
減
っ
た

が
、
こ
れ
に
関
し
、
知

っ
て
い
る
人
に
声

　

＞

を
か
け
会
費
を
納
入
し
留
ま
る
よ
う
勧
め
　

＜

て
ほ
し
い
と
の
要
請
が
あ
っ
た
。

報
告
事
項

一
、
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
の
創
設

報
告
事
項
で
は
、
竹
内
哲
夫
副
会
長
か

ら
秩
父
宮
記
念
山
岳
賞
の
創
設
に
つ
い
て

次
の
よ
う
な
報
告
が
あ
っ
た
。

平
成
八
年
に
ご
遺
族
か
ら

一
千
万
円
を

い
た
だ
い
た
。
そ
の
後
、
ど
う
利
用
し
て

い
く
の
か
、
慎
重
に
議
論
し
て
き
た
。
小

田
稔
、
川
喜
田
二
郎
、
織
内
信
彦
、
渡
辺

兵
力
、
山
口
峯
生
、
村
木
潤
次
郎
の
各
氏

に
集
ま

っ
て
い
た
だ
き
、
数
回
に
わ
た
っ

て
意
見
を
聞
い
た
結
果
、
五
月
の
理
事
会

で
よ
う
や
く
大
綱
を
決
定
す
る
こ
と
が
で
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挨拶するネパールのシャルマ参事官

き
た
。
（大
綱
は
会
報

「
山
」
五
月
号

一

〇
ペ
ー
ジ
に
掲
載
）
。

名
称
は
日
本
山
岳
会
の
賞
で
あ
る
こ
と

と
秩
父
宮
家
と
の
関
係
か
ら
「山
岳
賞
」
と

し
た
。
対
象
は
優
れ
た
登
山
活
動
の
ほ
か
、

人
文
、
社
会
、
自
然
諸
科
学
、
ま
た
芸
術

作
品
と
幅
広
い
も
の
と
し
た
。
運
営
委
員

会
が
運
営
し
て
い
く
こ
と
に
な
る
。
同
委

員
会
に
は
審
査
委
員
会
と
事
務
局
を
置
く
。

審
査
委
員
会
に
つ
い
て
は
、
日
本
山
岳
会

の
委
員
会
が
積
極
的
に
関
与
す
る
の
が
望

ま
し
い
と
い
う
こ
と
か
ら
高
所
登
山
、
自

然
保
護
、
医
療
、
科
学
研
究
、
図
書
、
資

料
と
総
務
委
員
会
の
担
当
理
事
が
委
員
に

な
る
こ
と
が
考
え
ら
れ
よ
う
。
副
賞
に
つ

い
て
は
、
必
ず
し
も
金
額
の
多
い
こ
と
が

い
い
こ
と
で
は
な
く
、
名
誉
が
大
切
だ
と

い
う
考
え
も
あ
り
、
そ
の
あ
た
り
を
尊
重

し
て
決
め
て
い
き
た
い
。

こ
れ
に
関
連
し
、
村
木
前
会
長
は

「
川

喜
田
さ
ん
が
、
伝
統
と
風
土
に
ふ
さ
わ
し

い
賞
に
し
た
い
、
と
言

っ
て
お
ら
れ
た
。

日
本
山
岳
会
は
創
立
九
十
年
を
越
え
て
伝

統
の
ほ
う
は
あ
る
が
、
風
土
は
い
い
の
か

悪
い
の
か
。
ど
う
い
う
風
土
が
形
成
さ
れ

つ
つ
あ
る
の
か
、
興
味
あ
る
と
こ
ろ
だ
。

そ
う
い
う
意
味
で
こ
の
賞
は
値
打
ち
を
問

わ
れ
る
」
と
賞
の
創
設
に
参
画
し
た
所
感

を
披
露
さ
れ
た
。

二
、
ネ
パ
ー
ル
山
岳
博
物
館
建
設
募
金

ネ
パ
ー
ル
山
岳
博
物
館
建
設
募
金
に
つ

い
て
、
伊
丹
紹
泰
海
外
連
絡
担
当
常
務
理

事
が
報
告
。

山
岳
六
団
体
で
四
千
万
円
、
そ
の
う
ち

日
本
山
岳
会
が
二
千
万
円
を
分
担
、
と
い

う
の
が
目
標
だ
。
年
内
に
達
成
し
た
い
。

す
で
に
五
百
名
を
超
え
る
会
員
か
ら
協
力

い
た
だ
い
て
い
る
。
北
海
道
か
ら
九
州
ま

で
、
募
金
の
趣
旨
が
隅
々
ま
で
浸
透
し
て

い
る
感
じ
だ
。
五
千
七
百
名
の
会
員
の
中

で
、
少
な
く
と
も
千
五
百
名
は
協
力
い
た

だ
き
た
い
と
思
っ
て
い
る
。

三
、
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
登
山

青
年
部
の
カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
登
山

に
つ
い
て
宇
田
川
芳
伸
青
年
部
担
当
理
事

が
報
告
。

つ
い
先
ほ
ど
ま
で
大
学
に
い
て
連
絡
を

待

っ
て
い
た
の
だ
が
、
登
頂
の
連
絡
は
ま

だ
な
い
。　
一
週
間
ほ
ど
前
、

「七
九
〇
〇

メ
ー
ト
ル
の
第
四
キ
ャ
ン
プ
に
荷
揚
げ
し
、

十
三
～
十
五
日
に
ア
タ
ッ
ク
の
予
定
」
と

い
う
フ
ァ
ッ
ク
ス
が
入

っ
た
ま
ま
。
み
ん

な
が
無
事
に
ア
タ
ッ
ク
し
て
下
山
し
て
ほ

し
い
と
思
う
ば
か
り
。
吉
報
は
、
も
う
し

ば
ら
く
待

っ
て
ほ
し
い
。

（後
に
な

っ
て
、
悲
報
に
接
し
た
が
、
こ

の
日
は
成
功
を
疑
う
こ
と
な
く
、
斎
藤
会

長
も

「今
日
、
登
頂
の
知
ら
せ
を
披
露
で

き
る
と
思
っ
て
い
る
の
だ
が
…
…
」
と
挨

拶
し
て
い
た
）

四
、
ネ
パ
ー
ル

ｏ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ネ
パ
ー
ル

・
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
に
つ
い
て

吉
永
常
務
理
事
が
報
告
。

昨
年
八
月
に
ネ
パ
ー
ル
王
国
観
光
大
臣

が
表
敬
訪
問
さ
れ

「ネ
パ
ー
ル
観
光
年
」

へ
の
招
待
を
受
け
た
。
五
年
前
に
会
員
に

ア
ン
ケ
ー
ト
し
た
と
き
は
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

の
希
望
が
多
か
っ
た
。
そ
う
し
た
こ
と
が

あ

っ
て
企
画
し
た
。
日
本
山
岳
会
は
、
あ

く
ま
で
企
画
の
み
で
あ
る
。
旅
行
会
社
が

主
催
す
る
。
ネ
パ
ー
ル
登
山
協
会
と
の
交

流
、
ポ
カ
ラ
に
建
設
中
の
ネ
パ
ー
ル
山
岳

博
物
館
の
現
状
視
察
、
ま
た
自
然
保
護
委

員
会
が
カ
ト
マ
ン
ズ
近
く
で
推
進
し
て
い

る
シ
ャ
ク
ナ
ゲ
植
林
の
視
察
あ
る
い
は
記

念
植
樹
な
ど
を
計
画
し
て
い
る
。

質
疑
応
答

平
成
九
年
度
事
業
報
告

・
収
支
決
算
に

つ
い
て
の
審
議
の
際
に
、
次
の
よ
う
な
質

疑
応
答
が
あ
っ
た
。

石
田
稔
郎
会
員
　
委
員
会
委
員
の
任
期
を

三
期
四
年
と
す
る
よ
う
に
な
っ
た
は
ず
だ

が
、
ど
う
な
っ
て
い
る
の
か
。

小
倉
茂
暉
副
会
長
　
九
十
周
年
の
と
き
に
、

委
員
会
委
員
の
任
期
も
理
事
と
同
じ
よ
う

に

一
期
二
年
、
二
期
四
年
を
目
安
に
し
て

い
い
の
で
は
な
い
か
と
提
案
し
、
委
員
会

担
当
理
事
に
納
得
し
て
い
た
だ
い
た
の
だ

が
、
そ
の
際
に
原
則
と
し
て
と
い
う
こ
と

で
、
委
員
会
に
よ
っ
て
は
そ
う
簡
単
に
は

代
わ
れ
な
い
と
こ
ろ
も
あ
る
だ
ろ
う
と
い

う
含
み
を
持
た
せ
た
と
い
う
の
が
実
情
だ
。

現
実
に
、
九
十
周
年
の
と
き
に
決
め
た
も

の
で
、
そ
れ
か
ら
四
年
た
っ
て
い
な
い
の

で
、
も
う
少
し
見
守

っ
て
い
た
だ
き
た
い
。

石
田
会
員
　
も
う

一
つ
。
昨
年
の
年
次
晩

餐
会
に
つ
い
て
こ
れ
は
お
願
い
。
会
計
担

当
か
ら
費
用
が
少
な
く
済
ん
だ
と
い
う
よ

う
な
報
告
が
あ

っ
た
が
、
料
理
が
少
な

か
っ
た
の
で
は
な
い
か
。
今
年
は
そ
の
よ

う
な
こ
と
の
な
い
よ
う
に
お
願
い
し
た
い
。

小
倉
副
会
長
　
け
ち
っ
た
と
い
う
認
識
は

な
い
。
広
島
支
部
か
ら
支
部
誕
生
と
い
う

こ
と
で
四
斗
樽
を
い
た
だ
い
た
こ
と
な
ど

か
ら
、
全
体
と
し
て
ホ
テ
ル
に
支
払
う
代

金
が
少
な
く
な
っ
た
と
い
う
こ
と
だ
。
ご

理
解
た
ま
わ
り
た
い
。

懇
親
会

総
会
終
了
の
後
は
、
同
所
で
懇
親
会
。

渡
辺
兵
力
名
誉
会
員
の
音
頭
で
乾
杯
の
後

和
や
か
な
懇
談
に
移

っ
た
。
会
場
に
は
駐

日
ネ
パ
ー
ル
大
使
館
の
ム
ク
ン
ド

ｏ
Ｐ

・

シ
ャ
ル
マ
参
事
官
が
見
え
、
「ポ
カ
ラ
に

建
設
し
て
い
る
山
岳
博
物
館
に
対
し
大
変

な
ご
協
力
を
い
た
だ
き
厚
く
感
謝
し
ま

す
」
と
の
挨
拶
が
あ
っ
た
。

（写
真

・
村
井
葵
　
文

ｏ
高
橋
重
之
）

(3)



山 638-199807020(第二種郵便物認可 )

12月 6日 支部長会議 (総務)   新高輪プリンスホテル

12月 6日 年次晩餐会 (総務)   新高輪プリンスホテル

12月 7日 医療委員会研究集会 (医療)        東京

12月 7日 年次晩餐会記念山行 (集会)        扇山

12月 8日 西蔵登山協会訪日団を囲む会 (高所)    東京

12月 10日 白神現地調査 (自然保護)         青森

12月 18日 雪崩研究会 (学生)            本会

1月 15～ 17日 スキー集会 (集会)       磐梯沼尻

1月 17～ 18日 雪崩ビーコン講習会 (学生)      栂池

1月 17日 青年部OB。 現役委員懇談会 (青年)    本会

1月 31～ 2月 2日 アイスクライミング研修会 (遭難対策、指

導、青年、学生)            八ヶ岳

2月 17日 第29回山岳図書を語る夕 (図書)      本会

2月 18日 中国登山協会首席を囲む会 (海外)  私学会館

2月 19日  日本の分水嶺について談話会 (科学)   本会

2月 20日  ダウラギリ、マナスル (明治大学)報告会 (青年、

高所)                  本会

2月 27日  カンチェンジュンガ登山隊計画検討会 (高所)本会

2月 28日  カンチェンジュンガ登山隊壮行会 (青年)  東京

2月 21～ 22日 全国支部事務局担当者会議 (総務)

グリーンホテル

3月 5日 映画会、スイス (フ ィルムビデオ)     本会

3月 14日 春季新入会員オリエンテーション (総務) 本会

3月 21～ 22日 初中級山岳スキー研修会 (指導) 北八ヶ岳

D 研究会・講演会

7月 14日 講演会「日本山岳会をとりまく国内外の環境」

(海外)                 本会

11月 21日 講演会「ヒマラヤを語る」(青年、高所)  本会

1月 29日 講演会「東部カラコルム」(高所)     本会

(C)シ ンポジウム

6月 6～ 8日 第17回 日本登山医学シンポジウム(医療)東京

11月 29日  山で役立つ天気の見方シンポジウム (科学) 東京

11月 22～ 23日  自然保護シンポジウム&コ ンサート

(自然保護)              藤野町

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の運用、資料室開設 (5～ 10月 )

*受入れ資料保管

*各博物館、美術館との提携強化

*海外遠征の記録、会合、行事等の記録、フィルムのビデオテー

プ化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

4.自然保護活動の推進

*自然保護指導者の養成

*自然保護委員会による年間山の自然学講座

*自然保護委員会会報「木の芽草の芽」隔月刊行

5.機関紙等の発行

*「山岳」第92年 (1997)号の発行

*会報「山」第623～ 634号 の発行

6。 国内および外国山岳団体との情報交換

*国内関係団体 (日 山協、都岳連、日本ネパール協会、日本ヒマ

ラヤ協会、HAT_J、 その他)と の密接な連絡

*海外登山団体との機関紙の交換および情報誌の購入

7.海外登山

*6月 8日～ 7月 7日  第 8次マッキンリー気象観測機器設置登

山隊 (科学)

*8月 21日 ～10月 30日  ダウラギリI峰登山隊 (青年)

8。 その他目的を達成するために必要な事業

*新刊図書目録資料調達

*山岳図書の整備

*そ の他

船日本山岳会平成 9年度事業報告書
9.  4.  1～ 10.  3. 31

1.登山の指導と奨励に必要な集会、研修会、講習会および展覧会

の開催

n 集会

4月 13日 サクラハイク (集会)          浅間嶺

4月 12～ 14日 中上級山岳スキー研修会 (指導)  谷川岳

4月 20日  白神現地調査 (自 然保護)       白神山地

4月 26～ 5月 12日 ネパール石楠花等植林事業 (自然保護)

ネパール・ シバプリ

5月 10～ 11日 若葉会山行偵察 (集会)      和賀岳

5月 11日 第 4回古道を歩く (図書)        筑波山

5月 15日 第 1回夏山気象入門 (科学)       本会

5月 17日 支部長会議 (総務)       グリーンホテル

5月 17日 通常総会 (総務)        グリーンホテル

5月 17～ 21日 鳥海山イヌワシ現地調査 (自然保護)

酒田・

5月 24～ 25日 若葉会山行 (集会)

5月 29日 第 2回夏山気象入門 (科学)

6月 5日 第 3回夏山気象入門 (科学)

6月 8日 第51回 ウエストン祭 (信濃支部)

6月 12日 第 4回夏山気象入門 (科学)

6月 14～ 15日 探索山行 (科学)

6月 21～ 22日 小川山集会 (学生)

6月 26日 海外登山研究会 (学生)

7月 8～ 10日 全国山岳遭難対策協議会 (遭難対策)

7月 10日 海外登山研究会 (学生)

7月 15日 写真、ビデオ撮影会 (フ ィルムビデオ)  高尾山

7月 22日  ダウラギリ隊壮行会 (青年)     学習院大学

8月 1～ 25日 上高地インタープリテーション (自 然保護)

上高地

8月 1日  ネパール王国観光大臣、在日大使と交流会 私学会館

8月 6日 名誉会員を囲む会 (総務)         本会

8月 27日 第26回 山岳史懇談会 (図書)     昭和女子大

8月 30～ 31日 新任理事研修会 (総務)      富士学園

9月 14～ 15日 キノコ山行偵察 (集会)        会津

9月 20～ 21日 全国支部懇談会 (総務)       松代町

9月 26～ 28日 谷川岳山行 (青年)         谷川岳

10月 18～ 19日 キノコ山行 (集会)     三岩岳・七ヶ岳

10月 18～ 19日 自然保護全国集会 (自 然保護)   鈴鹿市

10月 21日 鳥海山イヌワシ現地調査打合せ (自 然保護)本 会

10月 24～ 26日 岩登り技術研修会 (遭難対策、指導、青年、学生)

文部省登山研修所

10月 24日 第 5回山を語る (図書)          本会

10月 24日 全国山岳博物館連絡会議 (資料)    上高地

10月 25日 秋季新入会員オリエンテーション (総務)  本会

11月 15日 大学山岳部監督会議 (学生)        東京

11月 15～ 16日 監督会議韓国訪日団と交流 (学生) 松本楼

11月 16日 マラソン大会 (学生)         皇居外苑

11月 23日  自然観察山行 (自然保護 )       藤野町

11月 25日 映画会、スキー、冬山 (フ ィルムビデオ)  本会

12月 5日 カナダ山岳会訪日団歓迎会 (海外)     東京

12月 6日 カナダ山岳会訪日団会食会 (海外)

高輪プリンスホテル

岡

岳

会

会

地

会

山

盛

賀

本

本

高

本

梯

・
和

　

　

上

　

磐

幡

山

会

台

会

川

本

仙

本
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山 638-199807・ 20(第三種郵便物認可 )

旅 費・ 交 通 費

通 信・ 運 搬 費

事 務 所 管 理 費

そ の他 管 理 費

負  担  金

賃  借  料

雑     費

管 理 費 計

固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出

特定預金支出

秩父宮ご遺贈金支出

図書出版研究基金支出

長期計画積立金支出

海外登山基金支出

終身会費積立金支出

退職給与引当預金支出

特 定 預 金 支 出

5。 予 備 費

予  備  費

当期支出合計(C)

当期収支差額(A)一 (C)

1,400,

1,700,

330,

300,

600,

750,

480,

300,

500,

600,

260,

900,

2,700,

135,

3,360,000

800,000

32,465,000

0

0

3,000,000

0

0

0

3,000,000

1,500,000

79,883,000

257,000

716

31

281 △  207,281

△  108,651

1,607,

1,808,

301,

80,

493,

674,

423,

309,

109,

617,

199,

1,036,

2,451,

190,

3,360,

1,149,

31,252,

40,

4,000,

1,130,

1,000,

6,170,

81,043,

4,846,

3月

683

△

△

△

△

21 △

28,

219,

106,

75,226

56,317

9,442

390,204

17,240

60,198

136,965

248,356

55,000

0

349,217

1,212,286

616

651

570

333

680

774

収 支 計 算 書

平成 9年 4月 1日 から平成10年 3月 31日 まで料

費

課

費

料

費

費

料

費

公

道

　

　

品

数

生

険

繕

　

水

話

議

備

手

厚

税

熱

　

　

器

替

利

保

修

租

光

電

会

什

振

福

0

△   40,000

△1,000,000

0

△1,130,000

△1,000,000

∠:ゝ 3,170,000

1,500,000

△1,160,888

△4,589,616

正味財産増減計算書

平成 9年

Ⅱ。支 出 の 部

1.事  業  費

費

費

費

費

費

理

究

　

係

版

管

研

導

関

書

査

　

部

出

図

調

指

支

11,500,

800,

2,808,

1,160,

10,900,

250,

3,600,

1,000,

4,400,

1,000,

5,500,

42,918,

13,500,

250,

3,600,

10,745,941

655,018

3,034,021

1,340,865

11,154,887

265,

3,817,

1,000,000

5,028,542

741,926

5,836,655

43,621,174

217,985

628,

258,

336,

△

△

△

△

△

△

754,

144,

226,

180,

254,

15,

021

海 外 諸 関 係 費

山岳研究所運営費

海外登山補助費

そ の他 事 業 費

印刷・ 製 本 費

通 信 運 搬 費

事 業 費 計

運 営 管 理 費

給 料 ・ 手 当

文具・消耗品費

印刷・ 製 本 費

703,17

13,222,800

231,619

2,984,217

277,

18,

615,

381

(5)

科 目 予 算 額 決 算 額 差  異 備考

I.収 入 の 部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会費・入会金収入

入 会 金 収 入

復 活 会 費 収 入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会費 0入会金収入計

3.事  業 収 入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊行物頒布収入

その他事業収入

山研使用料収入

事 業 収 入 計

4.補 助 金 等 収 入

補 助 金 収 入

5。 寄 付 金 収 入

寄 付 金 収 入

募 金 収 入

寄 付 金 収 入 計

6.雑   収  入

受 取 利 息

雑  収  入

雑 収 入 計

7.特定預金取崩収入

5,000,000

0

63,840,000

0

68,840,000

80,000

3,300,000

20,000

200,000

3,500,000

3,000,000

10,020,000

0

0

0

0

700,000

500,000

1,200,000

0

73,800

5,200,000

300,000

64,951,000

1,130,000

71,581,000

3,371,206

40,932

363,150

4,673,500

3,193,310

11,642,098

300,000

0

300,000

827,533

1,466,073

2,293,606

0

6,200

△  200,000

△  300,000

△ 1,111,000

△1,130,000

△ 2,741,000

△  71,206

△  20,932

△  163,150

△ 1,173,500

△  193,310

△ 1,622,098

△  300,000

0

△  300,000

△  127,533

△  966,073

△ 1,093,606

当期収入合計 (A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

80,140,000

11,387,716

85,890,504

11,387,716

△ 5,750,504

0

91,527,716 97,278,220 △ 5,750,504

科 目 金 額

4,846,616

0

40,000

4,000,000

0

1,130,000

1,000,000 11,016,616

325,241

0

1,000,000

325,241

1,000,000

11,016,616

1,325,241

9,691,375

375,170,088

I.増加の部

1.資産増加額

当 期 収 支 差 額

秩父宮家ご遺贈金

図書出版研究基金

長期計画積立金

海 外 登 山 基 金

終身会費積立金

退職給与引当預金

増加額合計

Ⅱ.減少の部

1.資産減少額

2.負債増加額

退職給与引当金繰入額

減少額合計

当期正味財産増加額

前期繰越正味財産額

期末正味財産合計額

棚

什

産

品

資

備

卸

器

384,861,463

備考科 目 決 算 額 差  異

△

△

(

予 算 額
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科   目 前期末残高 当期増加 当期減少 当期末残高

貸付信託(三井信託銀行)

〃 (日 本信託銀行)

〃 (中央信託銀行)

2,380,000

420,000

5,200,000

0

0

0

0

0

0

2,380,000

420,000

5,200,000

合  計 (基 本 金 ) 8,000,000 8,000,000

2 びその残高は、次のとおりである。

とお で あ

4 固定資産の取得価格、減価償却累計額および当期末残高は、

次のとおりである。

財 産 目 録

平成 10年 3月 31日

貸 借 対 照 表

平成10年3月 31日 現在

計算書類に対する注記

1.重要な会計方針

(1)有価証券の評価基準及び評価方法について

基本財産の貸付信託は、総平均法による原価基準を採用して

いる。

(2)固定資産の減価償却について

建物及び什器備品の減価償却は行っていない。

(3)引当金の計上基準について

退職給与引当金は期末退職給与の要支給額の170%に 相当す

る額を計上している。

(4)資金の範囲について

資金の範囲には、現金預金、未収会費、前受会費および預り

金を含めている。なお、前期末及び当期末残高は、下記 3に

記載のとおりである。

3

[1]資産の部

1.流 動 資 産

現金預金

現金 現金手許有高

振替貯金

東京地方貯金局

普通預金

あさひ銀行市ヶ谷支店

東京三菱銀行市ヶ谷支店

中央信託銀行本店

三井信託銀行新宿

西口支店

日本信託銀行本店

定期預金

あさひ銀行市ヶ谷支店

未収会費 334名 分

棚卸資産 注 1)

流動資産合計

2.固 定 資 産

(1)基 本財産

貸付信託
三井信託銀行本店

日本信託銀行本店

中央信託銀行本店

基本財産合計

(2)そ の他固定資産 注 2)

土 地 57.91484〆

建 物 432.63ぽ

什器・備品

敷 金

19,588,

46,297,170

144,423,000

5,778,232

300,

科    目 金 額

1

[1] 資

流

現

振

定

未

棚

流

固

基

産 の 部

動 資 産

金

替 貯 金

通 預 金

期 預 金

収 会 費

卸 資 産

動 資 産 合 計

定 資 産

本 財 産

付 信 託

2

貸

基本財産合計

その他固定資産

土    地

建    物

什 器 備 品

敷    金

秩父宮家ご遺贈金

図書出版研究基金

長期計画積立金

海外登山基金

終身会費積立金

退職給与引当預金

その他固定資産合計

固 定 資 産 合 計

資 産 合 計

[2]負 債 の 部

1.流 動 負 債

前 受 会 費

預  り 金

流動負債合計

2.固 定 負 債

退職給与引当金

固 定 負 債 合 計

負 債 合 計

[3]正 味財産 の部

正 味 財 産

(う ち 基 本 金)

(当期正味財産増加額)

負債及び正味財産合計

190,917

619,557

2,045,688

10,000,000

3,984,000

2,748,729

8,000,000

19,588,891

605,

7,665,

393,132,

8,000,000

46,297,170

144,423,000

5,778,232

300,000

10,000,000

4,980,000

39,300,000

93,500,000

13,300,000

7,665,000

365,543,402

260,000

345,830

8,270,830

384,861,463

8,000,000

9,691,375

7,665,000

393,132,298

科   目 前 期末残 高 当期末残 高 備   考

現 金 預 金

未 収 会 費

8.292,046

4,375,000

12,856,162

3,984,000

合  計 12,667,046 16,840,162

前 受 会 費

預  り  金

408,

871,

000

330

260,000

345,830

合  計 1,279,330 605,830

次期繰越収支差額 11,387,716

科   目 取 得 価 格 減価償却累計額 当期末残高

建    物

什 器 備 品

144,423,000

5,778,232

0

0

144,423,000

5,778,232

合  計 150,201,232 150,201,232

金科

190,917

619,557

698,218

1,176,482

107,814

45,516

17,658

10,000,000

3,984,000

2,748,729

2,380,000

420,000

5,200,000

8,000,000

(6)

373,543,402

_ニユ里塑□
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合 計

書 棚 (木製 2段 )

16mm 映写機16-CL(MO)
木製書架ガラス戸付 (2台 )

シャープ液晶ビジョンー式

世界対応 VTR 001 NWV
小型気象ファクシミリ JAX-9
ナショナル冷凍冷蔵庫

NR-041VP 2-H
ナショナル29イ ンチテレビ

TH-29VS35

ナショナル BS付 ビデオ

HV一 BS50S

56.12.22

61. 5。 13

62. 9.24

2. 7.19

4.5.11

4.10。 19

5. 3.20

5。 3.

5.3.

図書室

図書室

山 研

秩父宮家ご遺贈金 (定期預

金。あさひ市ヶ谷)

図書出版研究基金(定期預

金。あさひ市ヶ谷)

長期計画積立金 (定期預

金・東京三菱市ヶ谷)

海外登山基金 (定期預金
0あ さひ市ヶ谷)

終身会費積立金 (定期預

金・あさひ市ヶ谷)

退職給与引当預金 (定期

預金 0あ さひ市ヶ谷)

その他固定資産合計

固定資産合計

資産合計

[2]負債の部

1.流 動 負 債

前受会費 平成 9年度

会費23名 分

預り金 職員に対する

源泉所得税その他

流動負債合計

2.固 定 負 債

退職給与引当金

固定負債合計

負債合計

正味財産

注 2)その他固定資産内訳

1建物及び土地

10,000,000

4,980,000

39,300,000

93,500,000

13,300,

7,665,

財産目録記載外のその他物品リス ト (主として受贈益)

1.絵画

*そ の他絵画、写真省略

2.図書

書庫内移動書架一式コンパックル

閲覧用テーブル (木製 2台 )

ライティングビューロー (木製)

フィルム収納キャビネット

(ス チール製品)

図書カー ド容器 (木製 3段 )

393,132,

注1)

56. 8.

56. 9.

(7)

365,543,402

260,000

345,830

7,665,000

605,

384.861.46F

題 名 種類・号数 作 者 名 掲載、保管場所

岳

麓

樺

猿

島

り

白

富

田

群

伊

針

馬

士  山

代 池 の 自

豆  半

の 木 峠 よ

徳本峠から穂高連峰

初 冬 の 両 神 山

鳥 (カ ッ ト原 画)

メ ー ル ドグ ラ ス

モ ン プ ラ ン

カンチェンジュンガ

ユ ン グ フ ラ ウ

涸 沢 よ り北 穂 高

槍 ヶ 岳 初 夏

カンチェンジュンガ

北 穂 高 滝 谷

或 朝 の 槍 ヶ 岳

北 穂 高 主 峰

槍   ヶ  岳

タンボチェの僧院

シェルパニの親子

冬の山 (清 太 山)

梓  り|1 秋  色

早朝の上高地山岳研究所

旧上高地山岳研究所

焼  岳  秋  趣

ナムチャバルヮ峰暮色

白  馬  雪  田

上 高 地 秋 景

マ チ ャプ チ ャ レ

朝      霧

白 樺 の 林

麓      春

ヒマラヤダージリンにて

６

絵

１０

１０

絵

１０

絵

グ

グ

グ

１０

ル

２５

２５

２５

８

４

４

絵

１２

８

１０

８

１０

画

２０

２０

８

６

ン
　
ン
　
ン

チ

チ

チ

墨

油

油

墨

油

墨

エ

エ

エ

油 ― A50
油 ― A25
油変形

油

水 彩 -6

版 画 一

水 彩 一

油 一 P50
油 ― F4

テ

　

　

　

　

　

Ｐ

　
一
　

一

．　
々
．　
．　
．　
一
彩
彩
　
　
．

油

パ

油

油

油

油

水

水

墨

油

」
一本
ゴ
一肝
一

版

油

日

油

油

水

油

恒

恒

吉

男

男

男

俊

夫

霞

男

清

夫

茂

三

敏

敏

正

忠

晩

三

　

英

野

野

藤

藤

田

田

木

原

山

藤

井

智

清

清

近

後

松

松

鈴

神

丸

後

武

越

中村清太郎

茨木猪之吉

中村清太郎

石井 鶴三

茨木猪之吉

茨木猪之吉

石田 吟松

茨木猪之吉

石井 鶴三

シュラー・ ギ
ントワイ ト

山里 寿男

山里 寿男

中村清太郎

矢崎千代二

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

足立源一郎

茨木猪之吉

倉員 辰雄

上野 春香

大町山岳博物館

河口湖町立美術館

本    会

本    会

松本アルプス山岳館

本     会

松本アルプス山岳館

本    会

本     会

本     会

松本アルプス山岳館

本     会

伯書国山岳美術館

松本アルプス山岳館

本    会

本     会

本     会

伯書国山岳美術館

本     会

本    会

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

松本アルプス山岳館

本     会

上高地山岳研究所

上高地山岳研究所

伯昔国山岳美術館

伯昔国山岳美術館

本    会

上高地山岳研究所

本    会

本     会

本     会

本     会

伯者国山岳美術館

種   類 摘 要 金  額

刊  行  物

服飾品・その他

山岳総索引、山岳覆刻版等

クラブタイ、タイ止等

798,60C

l,950,129

計 2,748,729

A 事務所及び図書室

場所

構造

東京都千代田区四番町 5番 4

鉄筋コンクリー ト造、陸屋根、地下 1階付
5階建

(事務所)区分所有建物 1階部分 103.32ゴ
宅地持分 1,124.56ぽ ×339/10,000

=38.122584ゴ

(図書室)区分所有建物 1階部分 55。 22ゴ

宅地持分 1,124.56ゴ ×176/10,000

=19.792256ぽ

計 158.54ぜ 宅地持分 57.91484ピ ¥72,720,170

B 上高地山岳研究所

場所 長野県南安曇郡安曇村 4469番地 1

構造 鉄筋コンクリー ト造 (一部木造)1棟
274.09ピ ¥118,000,000

計合 ¥190,720,170

種 類 摘 要 冊 数

書

書

和

洋
平成9年度 受入冊数 379冊
平成9年度 受入冊数  63冊

9629冊

3334冊

取得年月日 取得価格 所 在
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*中高年初心者のための登山講座 (集会)       10月 10日

*岩登り研修会 (指導、青年、学生、遭難対策)  10月 23～ 25日

*秋季新入会員オリエンテーション (総務)      10月 24日

*全国大学山岳部監督会議 (学生、青年)         10月
*海外登山報告 (青年)                10月
*全国山岳博物館連絡会議 (資料)            10月
*山岳フィルム映写会① (フ ィルムビデオ)        11月
*自然観察山行①芦生の森 (自 然保護)        11月 15日

*第30回山岳図書を語る夕 (図書)            11月
*マ ラソン大会 (学生)             皇居外苑11月

*自然保護全国集会 (自 然保護)      京都11月 14～ 15日

*支部長会議 (総務)                12月 5日

*年次晩餐会 (総務)                12月 5日

*年次晩餐会記念山行 (集会)            12月 6日

*青年部OB現役委員懇談会 (青年)           12月
*総務委員会ウインターセミナー (総務)     1月 9～ 10日

*ス キー懇親会 (集会)             1月 15～ 17日

*ア イスクライミング研修会 (学生、指導、青年、遭難対策)

1月 30～ 2月 1日

*第27回山岳史懇談会 (図書)              2月
*雪崩ビーコン講習会 (学生)              2月
*支部事務局担当者会議 (総務) グリーンホテル 2月 27～ 28日

*研究集会 (医療)                   2月
*自然保護山行②忍野周辺 (自然保護)        3月 15日

*山岳フィルム映写会② (フ ィルムビデオ)        3月
*山岳史懇談会 (図書)                 3月
*自然保護山行③木曾赤沢自然休養林 (自然保護)    未定

*第24回図書交換会 (図書)               未定

*新入会員オリエンテーション (総務)        3月 13日

*山岳スキー研修会 (指導)               3月
0 研究会

*海外登山研究会 (学生)                6月
*冬山登山研究会 (学生)                12月
*医療委員会研究集会 (医療)              2月
*百年史編集 (百年史)                 通年

*ヒ マラヤ事情研究会 (海外)              2月
0 講演会、シンポジウム

*講演会「日本人のチベット観」 I(海外)      4月 16日

*講演会「ヒマラヤを語る」 (青年、高所)        5月
*講演会「日本人のチベット観」Ⅱ (海外)      5月 21日

*講演会「夏山の天気」 (科学)             6月
*第 18回 日本登山医学シンポジウム (医療)    5月 23～ 24日

*講演会「日本人のチベット観」Ⅲ (海外)      6月 18日

*ボナッティ氏講演会 (海外)          各地 9～ 10月

*シ ンポジウム「中高年登山者がこれからも登山を続けるために」

(科学)                11月
*山野井夫妻講演会 (高所、青年)            11月
*文部省登山研修所友の会シンポジウム参加(遭難対策)11月下旬

*講演会「数値地図を読む」 (科学)           2月
*自然保護シンポジウム (自 然保護)       3月 14～ 15日

2.登山施設の運用、その他登山のための適切な事業

*上高地山岳研究所の運用、資料室開設        5～ 10月

*受入れ資料保管

*各博物館、美術館との提携強化

*海外遠征の記録、会合、行事等の記録的フィルムのビデオテープ

化による保存

3.山岳遭難の予防とその対策に関する企画および指導

*各 レスキュー隊との懇談、研修

4.自然保護活動の推進

3.フ ィルム・ ビデオ

フィルム 15点  「 マナスル に立つ」他

ビデオ 188本

監 査 報 告

社団法人日本山岳会平成 9年度の収支計算書,正味財産増減計算書 ,

貸借対照表,お よび財産目録を監査し,正確妥当なことを認めます。

平成10年 4月 15日

社団法人 日本山岳会   監事 石橋 正美

監事 神崎 忠男

(社)日本山岳会平成10年度事業計画 (案 )

(10.4.1～ 11.3.31)

1.登山の指導と奨励に必要な集会、研究会、講習会および展覧会

の開催

n 集会

*新入会員サクラハイク (集会)           4月 12日

*安曇野リゾー ト問題研究 (自 然保護)          通年

*山岳地の酸性雨影響調査 (自 然保護)          通年

*し尿処理問題調査 (自然保護)             通年

*中国登山研究会 (高所)                4月
*白神現地調査 (自 然保護)             4月 20日

*「フォッサマグナの西縁の地形を探る」探索山行 (科学) 4月
*山岳スキー研修会 (指導)           4月 10～ 12日

*谷川岳山行 (青年)                  5月
*雪上総合技術研修会 (指導、遭難対策)     5月 2～ 5日

*第 5回古道を歩く (図書)             5月 9日

*支部長会議 (総務)                5月 16日

*通常総会 (総務)                 5月 16日

*若葉会山行 (集会)              5月 23～ 24日

*第 3回登山と高所環境に関する国際医学会議 (医療)

松本 5月 20～ 24日

*国際山岳救助医療研究セミナー (医療、遭難対策)

涸沢 5月 25～ 26日

*委員会・同好会・同期会連絡会議 (総務)        6月
*岩登り講習会 (指導)             6月 13～ 14日

*中高年夏山直前企画 (集会)            6月 20日

*小川山集会 (学生)                  6月
*写真展 (フ ィルムビデオ)               6月
*白神山地調査 (自 然保護)               6月
*第52回 ウエストン祭 (信濃支部)       上高地 6月 7日

*青年部OB懇談会 (青年)               7月
*全国山岳遭難対策協議会参加 (遭難対策)        7月
*山岳写真・ ビデオ撮影指導 (フ ィルムビデオ)      7月
*ジ ュニア登山教室 (山研運営)           7月 8月

*役員サマーセミナー (総務)              8月
*名誉会員を囲む会 (総務)               9月
*カ ンチェンジュンガ峰報告会 (高所、青年)       9月
*ビールパーティー (集会)             9月 5日

*全国支部懇談会 (総務)          秋田 9月 19～ 20日

*第 5回山を語る (図書)                10月
*「 トレッカーのための高山病対策」講演会 (高所)    10月
*き のこ山行 (集会)              10月 17～ 18日

(8)



山 638-199807・ 20(第二種郵便物認可 )

81,365,000 79,883,0001 1,482,0001

215,000 257,0001△   42,0001

16,449,332 11,644,71614,804,6161

指  導  費

支 部 関 係 費

海外諸 関係 費

山岳研究所運営費

海外登山補助費

その他 事業 費

印刷 。製 本費

通 信 運 搬 費

事 業 費 計

2.運 営 管 理 費

給 料 ・ 手 当

文具・消耗品費

印刷・ 製本 費

旅 費 0交 通 費

通信・ 運搬 費

3.固定資産取得支出

什器備品購入支出

固定資産取得支出

4.特 定預金支 出

長期計画積立金支出

退職給与引当預金支出

特 定 預 金 支 出

5。 予  備  費

予  備  費

当期支出合計 (C)

期収支差額

越収支差額(B)一 (C)

1,230,000

11,000,000

300,000

3,800,000

1,000,000

5,300,000

1,000,000

5,500,000

43,845,000

1,160,

10,900,

250,

3,600,

1,000,

4,400,

1,000,

5,500,

42,918,

70,000

100,000

50,000

200,000

0

900,000

0

0

*自然保護活動のミニコミ紙発行

*山の自然保護指導者の養成

5.機関紙等の発行

*「山岳」第93年 (1998)号の発行

*会報「山」第635～ 646号の発行

*イ ンターネットホームページの開設

6.国内および外国山岳団体との情報交換

*国内関係団体 (日本山岳協会、東京都山岳連盟、日本勤労者山岳

連盟、HAT一 J、 日本ヒマラヤ協会、その他)と の連絡

*海外登山団体との機関紙の交換および情報誌の購入

7.海外登山

*第 9次マッキンリー気象観測機器設置登山 (科学)    6月
*学生ブータン登山隊 (学生)           10～ 12月

8.表賞事業

*秩父宮記念山岳賞の創設と表賞             12月
9。 その他目的を達成するために必要な事業

*山岳図書の整備

*ネパール トレッキング実施             10～ 11月

*そ の他目的を達成するために必要な事業を行う

収 支 予 算 書 (案 )

平成10年 4月 1日 から平成11年 3月 31日 まで

料

費

課

費

料

費

費

料

費

費

費

金

料

費

計

ヽヽ
道
　
　
品
数
生
理
理
　
　
　
―

険

繕

臓

緋

話

議

跡

静

碑

瞬

嚇

担

借

　

疇

保

修

租

光

電

会

什

振

福

事

そ

負

賃

雑

管

13,770,000

250,000

2,000,000

1,700,000

1,900,000

330,000

200,000

550,000

700,000

450,000

400,000

300,000

650,000

280,000

1,000,000

2,500,000

200,000

3,640,000

1,200,000

32,020,000

13,500,

250,

3,600,

1,400,

1,700,

330,

300,

600,

750,

480,

300,

500,

600,

260,

900,

2,700,

135,

3,360,

800,

32,465,

△

　

△

△

△

△

△

　

△

　

△

4,000,000

0

4,000,000

1,500,000

3,000,

3,000,

1,500,

1,000,

1,000,

0 0

Ⅱ支出の部

1.事  業  費

出  版  費

図 書 管 理 費

調 査 研 究 費

11,500,000

800,000

2,808,000

△ 820,00010,680,

800,

3,235,

(9)

科   目 予 算 額 前年度予算額 増  減 備考

I収 入 の 部

1.基本財産運用収入

基本財産利息収入

2.会費・入会金収入

入 会 金 収 入

通 常 会 費 収 入

終 身 会 費 収 入

会費・入会金収入計

3.事  業 収 入

広 告 料 収 入

印 税 収 入

刊行物頒布収入

その他事業収入

山岳研究所使用料収入

事 業 収 入 計

4.補 助 金 等 収 入

補 助 金 収 入

5。 寄 付 金 収 入

寄 付 金 収 入

6.雑   収  入

受 取 利 息

雑  収  入

雑 収 入 計

7.特定預金取崩収入

80,000

5,000,000

65,500,000

0

70,500,000

1,900,000

20,000

200,000

4,300,000

3,380,000

9,800,000

0

700,000

500,000

1,200,000

0

0

80,000

5,000,000

63,840,000

0

68,840,000

3,300,000

20,000

200,000

3,500,000

3,000,000

10,020,000

0

0

700,000

500,000

1,200,000

0

0

1,660,000

0

1,660,000

△1,400,000

0

0

800,000

380,000

△ 220,000

0

0

当期収入合計(A)

前期繰越収支差額

収 入 合 計 (B)

81,580,000

16,234,332

80,140,000

11,387,716

1,440,000

4,846,616

97,814,332 91,527,716 6,286,616

J・

ニ
′′

ィ
″

株式会社 石 神 丼 計 器 製 作 所 群召L奮轟 覇 十需 鳥 配認 酬
号

コンパスグラス HB‐3

重量 78g、

広視界10°の明らい視野 :=目盛が

重なって見えます.見 た日標が

その1ま 正しい磁気方位でt

科   目

427,000

〔

送轟 ¥6m
■■税別責t色メタリック

つや消し■ ¥17.000
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東

西
南

北

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
、
短
歌
、

詩
な
ど
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。

（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
点
に
つ
き
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
～
六
枚
で
お

願
い
し
ま
す
）

イラス ト 1野 田四郎

、.」

`′

ノ・へ.ヽ ゝ
“

)″
'°
■

ノ
●

若
い
会
員
が
な
ぜ

増
え
な
い
か
を
考
え
る

中
世
古
隆
司

■
若
い
登
山
愛
好
家
の
激
減

今
や
日
本
山
岳
会
（以
下
Ｊ
Ａ
Ｃ
と
略
）

の
最
大
の
悩
み
は
、
若
い
会
員
の
不
足
で

あ
る
こ
と
は
、
誰
し
も
感
じ
て
い
る
こ
と

と
思
う
。
若
さ
を
売
り
物
に
し
て
き
た
私

の
所
属
す
る
東
海
支
部
も
、
ま
っ
た
く
同

じ
で
あ
る
。

「少
子
化
」
「趣
味
の
多
様
化
」
「金
に
な

ら
な
い
」
の
三
要
素
が
、
こ
の
現
象
に
拍

車
を
か
け
て
い
る
。

「少
子
化
」
「趣
味

の
多
様
化
」
は
今
更
言
う
ま
で
も
な
い
が
、

「金
に
な
ら
な
い
」
と
い
う
に
は
、
今
の

学
校
ス
ポ
ー
ツ
を
見
て
も
、
皆
が
群
が
っ

て
入
る
の
は
、
野
球
、
サ
ッ
カ
ー
と
い
っ

た
、
金
と
名
声
が
入

っ
て
く
る
類
の
も
の

で
あ
る
。
こ
れ
ほ
ど
で
な
く
て
も
、
進
学

や
就
職
に
有
利
な
ス
ポ
ー
ツ
が
好
ま
れ
る
。

そ
の
点
、
残
念
な
が
ら
登
山
は
そ
う
し

た
有
利
な
条
件
と
は
無
縁
で
あ
る
。
日
本

を
代
表
す
る
ク
ラ
イ

マ
ー
で
大
金
持
に

な

っ
た
と
い
う
話
は
聞
い
た
こ
と
は
な
い
。

か
く
し
て
Ｊ
Ａ
Ｃ
若
手
会
員
の
最
大
の

供
給
源
で
あ
っ
た
大
学
山
岳
部
員
の
減
少

は
、
部
員
不
足
か
ら
廃
部
あ
る
い
は
廃
部

の
危
機
に
あ
る
大
学
が
極
め
て
多
い
こ
と

か
ら
見
て
、
今
後
も
若
い
会
員
が
増
え
る

望
み
は
薄
い
。

さ
ら
に
、
若
者
の
登
山
離
れ
は
、
未
踏

の
地
域
や
魅
力
的
な
未
踏
峰
が
ほ
と
ん
ど

な
い
と
い
う
ア
ド
ベ
ン
チ
ャ
ー
本
来
の
魅

力
が
山
に
な
く
な

っ
て
き
た
こ
と
に
も

一

因
が
あ
る
と
思
う
。

■
権
威
を
失
っ
た
山
岳
会

か
つ
て
中
央
ア
ル
プ
ス
の
開
拓
な
ど
に

大
き
な
功
績
の
あ

っ
た
故

・
跡
部
昌
三
さ

ん
は
、
東
海
支
部
が
設
立
さ
れ
た
後
も
、

と
く
に
支
部
と
の
関
係
を
持
と
う
と
は
じ

な
か
っ
た
。
彼
は
私
に

「僕
が
日
本
山
岳

会
に
入

っ
て
い
る
の
は
、
登
山
家
と
し
て

の
登
録
だ
よ
」
と
言
っ
た
こ
と
が
あ
っ
た
。

こ
れ
は
極
端
な
例
か
も
し
れ
な
い
が
、
少

な
く
と
も
私
た
ち
が
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入

っ
た
こ

ろ
は

「私
も
そ
れ
な
り
に
登
山

（
ア
ル
ピ

ニ
ズ
ム
）
を
や
っ
て
き
た
。
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入

っ
て
も
お
か
し
く
な
い
だ
ろ
う
」
と
い
う

気
持
ち
が
あ

っ
た
。
初
め
て
晩
餐
会
に
出

席
し
た
と
き
は
、
日
ご
ろ
山
岳
書
な
ど
を

通
じ
て
知

っ
て
い
た
大
先
輩
の
多
く
が
ず

ら
り
と
座

っ
て
お
ら
れ
、
「
こ
ち
ら
へ
き

て
座
り
な
さ
い
」
と
言
わ
れ
て
も
、
恐
れ

多
く
て
末
席
に
控
え
て
い
た
。
と
こ
ろ
が

ど
う
だ
。
昨
今
の
晩
餐
会
は
バ
ー
ゲ
ン

セ
ー
ル
の
ご
と
く
殺
到
し
、
中
心
部
か
ら

席
が
埋
ま
る
。
も
は
や
登
山
家
集
団
と
し

て
の
会
か
ら
、
単
な
る
山
好
き
の
お
じ
さ

ん
と
お
ば
さ
ん
が
圧
倒
的
多
数
を
占
め
る

会
に
、
若
い
登
山
家
が
魅
力
を
感
ず
る
わ

け
が
な
い
。

と
は
い
え
、
私
は
今
の
大
衆
化
路
線
に

反
対
し
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。
冬
の
北

ア
ル
プ
ス
は
登
れ
な
く
と
も
、
日
本
百
名

山
を
登

っ
た
こ
と
が
仰
々
し
く
本
に
な
る

よ
う
な
平
均
的
登
山
者
の
現
状
を
見
れ
ば
、

当
然
の
成
り
行
き
か
も
し
れ
な
い
。
た
と

え
登
山
経
験
が
乏
し
く
て
も
、
社
会
人
と

し
て
立
派
な
方
や
魅
力
の
あ
る
人
も
た
く

さ
ん
い
て
、
お
陰
で
私
は
そ
れ
な
り
に
ク

ラ
ブ
ラ
イ
フ
を

エ
ン
ジ

ョ
イ
し
て
い
る
。

た
だ
若
い
登
山
家
に
と

っ
て
は
、
面
白
い

場
所
で
は
な
い
こ
と
は
、
容
易
に
想
像
で

き
る
。

■
若
い
会
員
獲
得
へ
の
対
策
は

①
海
外
遠
征
　
悲
観
的
な
こ
と
ば
か
り
書

い
た
が
、
現
状
を
踏
ま
え
つ
つ
、
若
者
を

獲
得
す
る
に
は
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
あ
ろ

う
か
。
全
国
支
部
事
務
局
担
当
者
会
議
な

ど
で
こ
の
話
題
が
出
る
と
き
、
私
は
決

ま

っ
て

「海
外
遠
征
し
か
な
い
」
と
言
い

き

っ
て
い
る
。
し
か
し
、
ト
レ
ツ
キ
ン
グ

な
ど
と
違

っ
て
本
格
的
な
登
山
隊
を
送

っ

て
い
る
の
は
、
本
部
と
東
海
支
部
ぐ
ら
い

で
あ
る
。
支
部
の
中
に
は
、
そ
の
気
に
な

れ
ば
十
分
出
す
力
は
あ
る
と
思
わ
れ
る
と

こ
ろ
も
あ
る
が
、
な
ぜ
か
そ
う
し
た
話
は

聞
こ
え
て
こ
な
い
。
各
支
部
で
は
そ
れ
ぞ

れ
の
事
情
と
独
自
性
が
あ
り
、
私
は
干
渉

す
る
気
は
な
い
が
、
力
の
あ
る
支
部
が
そ

う
し
た
こ
と
に
力
を
入
れ
て
い
て
、
本
部

と
協
力
し
な
が
ら
競
い
合

っ
て
や
っ
て
き

た
な
ら
ば
、
ア
ル
パ
イ
ン
ク
ラ
ブ
と
し
て

の
Ｊ
Ａ
Ｃ
は
も
う
少
し
発
展
し
た
の
で
は

な
い
か
と
思
わ
れ
る
。

最
近
、
本
部
の
青
年
部
が
中
心
と
な
っ

て
、
毎
年
続
け
て
八
〇
〇
〇
メ
ー
ト
ル
峰

に
登
山
隊
を
出
し
、
成
果
を
上
げ
て
い
る
。

隊
員
の
ほ
と
ん
ど
が
関
東
の
大
学
山
岳
部

の
若
手
Ｏ
Ｂ
や
現
役
だ
が
、
こ
う
し
た
よ

い
習
慣
を
地
方
に
も
広
げ
、
実
力
あ
る
若

(10)
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い
会
員
を
対
象
に
し
た
海
外
登
山
隊
を
出

す
の
も
よ
い
。
遠
征
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
覚
え

た
こ
れ
ら
の
会
員
が
、
彼
ら
の
地
元
で
遠

征
を
出
す
よ
う
に
な
れ
ば
理
想
的
で
あ
る
。

今
時
、
海
外
登
山
は
以
前
ほ
ど
吸
引
力

は
な
い
が
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
な
ら
で
は
の
ビ
ツ
グ

プ
ラ
ン
や
Ｊ
Ａ
Ｃ
に
入
れ
ば
海
外
登
山
の

チ
ャ
ン
ス
が
多
い
と
い
う
こ
と
を
地
方
の

若
い
ク
ラ
イ
マ
ー
に
知

っ
て
も
ら
え
ば
、

勧
誘
も
し
や
す
い
の
で
は
な
い
か
。
勧
誘

し
て
ま
で
入

っ
て
も
ら
う
必
要
は
な
い
と

い
う
意
見
も
あ
る
だ
ろ
う
が
、
若
い
人
が

向
こ
う
か
ら
入

っ
て
く
る
こ
と
は
、
ま
ず

あ
り
得
な
い
か
ら
で
あ
る
。

②
入
会
金
の
減
額
　
今
か
ら
十
数
年
ほ
ど

前
で
あ
っ
た
が
、
私
の
尊
敬
す
る
大
先
輩

か
ら
の
助
言
が
あ
り
、
総
会
の
席
で

「若

い
人
の
人
会
金
や
会
費
の
減
額
」
の
緊
急

提
案
を
し
た
こ
と
が
あ

っ
た
。
そ
の
時
は
、

私
の
説
明
が
終
わ
ら
ぬ
前
か
ら
ブ
ー
イ
ン

グ
が
起
こ
り
否
決
さ
れ
、
恥
ず
か
し
い
思

い
を
し
た
。
そ
の
大
先
輩
は
、
若
い
と
き

は
ア
ル
ピ
ニ
ズ
ム
の
高
度
な
実
践
者
で
、

会
の
将
来
を
大
変
心
配
し
て
お
ら
れ
た
。

も
う
そ
の
こ
ろ
に
は
、
大
学
山
岳
部
の
部

員
不
足
は
相
当
進
ん
で
お
り
、
山
岳
部
と

コ
ン
タ
ク
ト
を
持

つ
Ｏ
Ｂ
に
と
っ
て
は
、

深
刻
な
悩
み
と
な

っ
て
お
り
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
も

時
間
の
問
題
だ
と
思
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

し
か
し
最
近
に
な
っ
て
、
二
十
六
歳
未

満
の
人
会
金
が
免
除
に
な
っ
た
こ
と
は
喜

ば
し
い
。
ま
だ
あ
ま
り
成
果
が
あ
が
っ
て

モデュイ
ダウラギリに死す

江本嘉伸

五
月
な
か
ば
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
ー
峰
を

登

っ
て
い
た
各
国
の
登
山
家
た
ち
の
間
で
、

こ
ん
な
会
話
が
交
わ
さ
れ
た
。

「
シ
ャ
ン
タ
ル
は

一
体
ど
こ
へ
行

っ
た
ん

だ
？
」

三
十
四
歳
の
フ
ラ
ン
ス
女
性
。
シ
ャ
ン

タ
ル

ｏ
モ
デ

ュ
イ
は
、
九
二
年
の
Ｋ
２
は

じ
め
、
チ
ョ
ー
オ
ユ
ー
、
シ
シ
ャ
パ
ン
マ
、

マ
ナ
ス
ル
、
ロ
ー
ツ
ェ
、
ガ

ッ
シ
ャ
ブ
ル

ム
Ⅱ
と
、
六

つ
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
を
い

ず
れ
も
無
酸
素
で
登

っ
て
い
る
強
者
だ
。

今
回
は
シ
ェ
ル
パ
の
ア
ン
ｏ
リ
タ

（
エ

ベ
レ
ス
ト
に
十
回
登

っ
た
シ
ェ
ル
パ
と
は

別
人
）
と
と
も
に
七
つ
目
の
八
千
メ
ー
ト

ル
を
め
ざ
し
て
い
た
。

同
じ
ダ
ウ
ラ
ギ
リ
を
北
東
稜
か
ら
め
ざ

し
て
い
た
ア
メ
リ
カ
の
有
名
な
登
山
家
、

エ
ド

・
ヴ
ィ
ー
ス
チ
ャ
ー
ズ
は
モ
デ

ュ
イ

と
同
じ
九
二
年
に
Ｋ
２
に
登
り
、
疲
労
か

ら
雪
目
に
な

っ
た
シ
ャ
ン
タ
ル

ｏ
モ
デ

ュ

イ
の
下
降
を
助
け
た
こ
と
が
あ
る
。
そ
の

モ
デ

ュ
イ
が
忽
然
と
姿
を
消
し
、　
一
週
間

も
不
明
に
な
っ
た
の
だ
。

五
月
七
日
、
彼
女
が
第
ニ
キ
ャ
ン
プ
に

入

っ
た
あ
と
、
ダ
ウ
ラ
ギ
リ

一
帯
は
激
し

い
風
雪
に
見
舞
わ
れ
、
ど
の
隊
も
い
っ
た

ん
ベ
ー
ス
ま
で
降
り
た
。
モ
デ

ュ
イ
た
ち

は
降
り
て
こ
ず
、
通
信
手
段
を
所
持
し
て

い
な
か
っ
た
た
め
、
連
絡
の
方
法
も
な
か

た
。五

月
十
四
日
に
な
っ
て
、
五
十
メ
ー
ト

ル
離
れ
た
場
所
に
テ
ン
ト
を
張

っ
て
い
た

イ
タ
リ
ア
隊
の
二
人
が
戻
り
、
モ
デ

ュ
イ

の
テ
ン
ト
が
雪
に
埋
ま
っ
て
い
る
の
を
確

認
、
翌
日
ス
コ
ッ
プ
で
掘
り
起
こ
し
た
。

寝
袋
の
中
で
、
二
人
は
遺
体
と
な

っ
て

眠
っ
て
い
た
。

当
初
雪
崩
に
や
ら
れ
た
、
と
思
わ
れ
た

モ
デ

ュ
イ
た
ち
の
死
因
は
、
状
況
か
ら
窒

息
死
と
み
な
さ
れ
た
、
と
ヴ
イ
ー
ス
チ
ャ

ー
ズ
は
伝
え
て
い
る
。

モ
デ

ュ
イ
の
遺
体
は
、
十
人
の
シ
ェ
ル

パ
に
よ
っ
て
丁
重
に
下
ろ
さ
れ
、
故
郷
の

フ
ラ
ン
ス
に
運
ば
れ
た
。
そ
こ
で
あ
ら
た

め
て
、
脊
椎
が
損
傷
し
て
い
る
の
が
確
認

さ
れ
た
。
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
を
越
え
て
襲

っ

た
雪
崩
が
彼
女
の
首
を

一
撃
し
た
も
の
と
、

推
測
さ
れ
た
。

シ
ャ
ン
タ
ル

ｏ
モ
デ

ュ
イ
は
、
小
さ
な

自
分
流
儀
の
登
山
を
好
み
、
花
の
名
を
登

山
の
都
度

つ
け
て
い
た
。
今
回
の
は

「
ひ

ま
わ
り
」
だ

っ
た
。

と
こ
ろ
で
、
モ
デ

ュ
イ
は
エ
ベ
レ
ス
ト

に
だ
け
は
、
八
度
も
挑
戦
し
な
が
ら
ま
だ

登

っ
て
い
な
い
。
八
五
〇
〇
メ
ー
ト
ル
ま

で
は
何
度
か
達
し
て
い
る
が
、

「無
酸
素
、

独
立
し
た
ス
タ
イ
ル
で
」
を
通
そ
う
と
し

た
結
果
、
不
登
頂
を
貫
い
た
形
だ
。

そ
の
エ
ベ
レ
ス
ト
だ
が
、
延
べ
登
頂
者

数
が
、
つ
い
に
千
人
を
超
え
た
。

カ
ト
マ
ン
ズ
在
住
の
ヒ
マ
ラ
ヤ

ｏ
ウ
ォ

ッ
チ
ャ
ー
、
エ
リ
ザ
ベ
ス
ｏ
ホ
ウ
リ
ー
に

よ
れ
ば
、
こ
の
五
月
だ
け
で
な
ん
と
百
十

八
人
が
南
北
両
サ
イ
ド
か
ら
登
り
、
延
べ

登
頂
者
数
は
千
四
十
八
人
に
達
し
た
。
内

訳
は
ネ
パ
ー
ル
側
か
ら
は
四
十
五
人
、
チ

ベ
ッ
ト
側
か
ら
は
七
十
二
人
。

エ
ベ
レ
ス
ト
の
登
頂
者
数
に
つ
い
て
は
、

こ
の
コ
ラ
ム
で
何
度
か
取
り
上
げ
た
。

一
九
八
五
年
十
二
月
に
は

「延
べ
三
百

一
人
の
エ
ベ
レ
ス
ト
登
頂
者
」
と
し
て
、

最
初
の
百
人
が
登
る
ま
で
二
十
六
年
か
か

っ
た
登
頂
者
が

「わ
ず
か
六
年
で
二
百
人

目
を
達
し
た
」
こ
と
を
驚
き
、初
登
頂

「
四

十
周
年
」
に
あ
た
る

一
九
九
二
年
二
月
に

は

「ま
さ
か
の
登
頂
五
百
人
」
の
タ
イ
ト

ル
で
、
盛
況
ぶ
り
を
書
い
た
。

そ
し
て
今
年
つ
い
に
千
人
。
五
百
人
は

五
年
で
達
成
さ
れ
て
し
ま
っ
た
の
だ
。

先
月
号
の

「
ウ
ズ
ベ
キ
ス
タ
ン
の
登
山

家
夫
婦
の
悲
報
」
訂
正
。
ロ
シ
ア
の
セ
ル

ゲ
イ

・
ア
ル
セ
ン
テ
ィ
エ
フ
と
ア
メ
リ
カ

人
の
妻
、
フ
ラ
ン
シ
ス
で
、
無
酸
素
登
頂

を
果
た
し

（？
）
下
山
中
、
妻
は
第

一
ス

テ
ッ
プ
付
近
で
疲
労
死
し
、
救
出
に
あ
た

っ
た
夫
は
行
方
不
明
と
な
っ
た
。

(11)
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い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、
若
い
会
員
の
入

会
の

一
助
に
な
る
こ
と
は
間
違
い
な
い
。

③
会
報
　
さ
て
若
く
し
て
入

っ
た
会
員
が
、

仲
間
も
入
る
よ
う
に
呼
び
か
け
る
よ
う
な

会
に
す
る
に
は
、
ど
う
し
た
ら
よ
い
で
あ

ろ
う
か
。
私
の
よ
う
に
還
暦
を
過
ぎ
た
会

員
よ
り
も
、
実
際
の
若
い
会
員
に
聞
い
た

ほ
う
が
よ
い
と
思
わ
れ
る
が
、
日
ご
ろ
思

っ
て
い
る
こ
と
を
二
、
三
、
言
わ
せ
て
も

ら
い
た
い
。
ま
ず
唯

一
全
会
員
の
コ
ミ
ュ

ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
会
報

「山
」。
で

き
る
だ
け
多
く
の
会
員
に
満
足
し
て
も
ら

え
る
よ
う
に
作
る
の
だ
か
ら
仕
方
が
な
い

が
、
若
い
人
に
は
あ
ま
り
面
白
く
な
い
と

思
う
。
私
が
編
集
し
て
い
る
東
海
支
部
報

で
も
、
そ
う
思
っ
て
い
る
。

「山
」
に
よ
く
出
て
き
た

「
ウ
エ
ス
ト
ン

が
ど
こ
そ
こ
の
宿
に
泊
ま

っ
た
」
と
か

「
エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
が
ど
こ
そ
こ
に
咲
い

て
い
た
」
の
類
は
、　
一
部
の
好
事
家
に
は

大
事
件
か
も
し
れ
な
い
が
、
若
い
会
員
に

と
っ
て
は
興
味
を
ひ
く
ま
い
。

し
か
し
最
近

「山
」
は
現
代
の
登
山
に

詳
し
い
人
が
編
集
し
て
い
る
と
い
う
感
じ

を
受
け
、
読
み
応
え
が
出
て
き
た
。

④
宿
泊
施
設
　
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
ル
ー
ム
は
、
現

在
の
二
部
屋
を
使
用
し
て
い
て
も
手
狭
に

な

っ
て
き
て
い
る
が
、
今
度
は
で
き
た
ら
、

地
方
の
会
員
が
上
京
し
た
と
き
に
宿
泊
で

き
る
簡
易
ベ
ッ
ド
の
あ
る
部
屋
が
ほ
し
い
。

宿
泊
料
は
無
料
か
、
せ
い
ぜ
い
掃
除
代
程

度
が
望
ま
し
い
。
東
海
支
部
で
は
遠
征
の

と
き
は
名
古
屋
以
外
の
会
員
の
参
加
も
あ

る
の
で
、
梱
包
そ
の
他
で
宿
泊
の
必
要
の

あ
る
と
き
は
支
部
ル
ー
ム
に
マ
ッ
ト
と
寝

袋
で
泊
め
て
い
る
。
遠
征
と
関
係
な
く
て

も
、
若
い
会
員
に
と
っ
て
は
そ
う
し
た
施

設
が
あ
る
こ
と
は
大
き
な
魅
力
で
あ
る
。

⑤
人
工
壁
　
右
と
同
様
な
考
え
で
、
Ｊ
Ａ

Ｃ
専
用
の
ク
ラ
イ
ミ
ン
グ
ウ
ォ
ー
ル
を
ど

こ
か
に
作
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。
人
工
壁

登
り
が
登
山
と
は
思
わ
な
い
が
、
若
い
ク

ラ
イ
マ
ー
を
惹
き
つ
け
る
要
素
は
大
い
に

あ
り
、
登
山
に
役
立

つ
こ
と
は
間
違
い
な

想
を
語
る
」、
神
崎
忠
男
会
員
の

「
二
十

一
世
紀
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
を
語
る
」
で
あ
り
、
い

ず
れ
の
講
演
も
興
味
深
い
も
の
で
し
た
。

織
内
会
員
の
日
本
山
岳
会
の
伝
統
は

「倶

楽
部
＝
ク
ラ
ブ
＝
苦
楽
部
」
で
あ
る
と
の

提
言
、
そ
し
て
神
崎
会
員
は

「登
山
文
化

の
す
す
む
山
登
り
」
と
い
う
提
言
で
あ

っ

た
と
思
い
ま
す
。
そ
の
会
議
の
印
象
の
中

か
ら
私
個
人
の
想
い
を
記
し
て
み
ま
す
。

文
化
と
は
ひ
と
つ
の
目
的
を
作
り
出
す

過
程
で
あ
り
、
達
成
さ
れ
た
目
的
は
文
化

財

（た
だ
し
形
が
あ
る
場
合
）
で
あ
る
と

考
え
ま
す
。
私
流
に
考
え
て
み
ま
す
と
、

登
山
行
為
は
文
化
そ
の
も
の
と
な
る
の
で

す
が
、
そ
れ
は

一
人

一
人
の
登
山
者
が
ど

ん
な
意
図
を
持

っ
て
登
山
行
為
を
行
う
か

と
い
う
こ
と
が
大
き
な
意
味
を
持

つ
こ
と

に
な
り
ま
す
。

戦
後
の
経
済
発
展
の
中
を
走
り
ぬ
け
て

き
た
、
今
の
中
高
年
と
い
わ
れ
る
世
代
は

先
進
諸
国
に
追
い
つ
き
、
追
い
越
せ
と
ば

か
り
に
、
そ
の

一
点
に
向
け
て

一
生
懸
命

走

っ
て
き
た
方
々
で
し
ょ
う
。
そ
し
て
走

り
続
け
て
き
て
、
ふ
と
立
ち
止
ま

っ
て
み

る
と
、
そ
の
発
展
過
程
の
枠
組
み
の
中
に

何
か
を
置
き
忘
れ
て
き
た
こ
と
に
気
づ
き
、

自
ら
の
復
権
を
求
め
て
の
山
登
り
が
中
高

年
登
山
で
は
な
い
か
と
思
い
ま
す
。

山
登
り
は
衣
食
住
の
す
べ
て
を
自
分
で

責
任
を
持
つ
と
い
う
行
動
で
あ
り
ま
す
か

ら
、
人
間
の
姿
の
原
点
が
そ
こ
に
あ
る
と

い
え
ま
す
。
そ
こ
で
自
分
と
い
う
も
の
を

再
考
し
て
み
よ
う
と
い
う
と
き
、
山
登
り

は
魅
力
あ
る
行
動
と
な
る
と
こ
ろ
に
、
中

高
年
登
山
の
流
れ
の
源
流
が
あ
る
よ
う
に

思
え
る
の
で
す
。

山
に
登

っ
て
か
ら
考
え
る
の
か
、
山
に

登
り
な
が
ら
考
え
る
の
か
、
あ
る
い
は
山

に
登
る
前
に
考
え
る
の
か
、
人
に
よ
っ
て

そ
れ
ぞ
れ
で
あ
り
ま
し
ょ
う
が
、
自
ら
の

復
活
と
い
う
意
図
で
あ
る
な
ら
ば
、
こ
れ

も
あ
る
種
の

「登
山
文
化
の
す
す
む
山
登

り
」
と
い
え
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

従
来
か
ら
の
山
登
り
形
態
に
中
高
年
登

山
を
加
え
て
、　
一
層
多
様
化
し
た
山
登
り

の
現
状
だ
と
思
い
ま
す
。
山
登
り
、
そ
し

て
会
員
も
多
様
化
し
て
き
て
い
る
中
、
日

本
山
岳
会
は
何
処
へ
と
混
迷
の
渦
の
中
へ

飲
み
込
ま
れ
は
し
な
い
だ
ろ
う
か
と
危
惧

し
て
し
ま
い
ま
す
。　
一
度
原
点

（設
立
主

旨
）
に
立
ち
戻
り
、
日
本
山
岳
会
の
あ
り

よ
う
を
明
確
に
し
、
末
端
会
員
ま
で
意
識

の
浸
透
を
図
る
こ
と
が
百
年
を
期
に
望
ま

れ
る
こ
と
で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
額
の
会
費
を
納
め
て
い
る
の
だ
か
ら
、

日
本
山
岳
会
か
ら
何
か
を
む
し
り
と
ろ
う

と
す
る
意
識
で
は
な
く
、
日
本
山
岳
会
に

対
し
て
自
分
は
何
が
で
き
る
の
か
と
い
う

意
識
に
立

っ
て
活
動
に
参
加
す
る
こ
と
が

日
本
山
岳
会
の
伝
統
だ
と
思
う
二
日
間
で

し
た
。
　
　
（伯
者
国
山
岳
美
術
館
館
長
）

＊
伯
者
国
山
岳
美
術
館
は
鳥
取
県

・
伯
者

大
山
の
裾
野
に
あ
り
、
日
本
山
岳
会
会
員

は
三
割
引
で
入
館
で
き
ま
す
。

正
直
な
と
こ
ろ
、
若
い
会
員
獲
得
の
特

効
薬
は
な
か
な
か
見
つ
か
ら
な
い
。
よ
い

考
え
を
お
持
ち
の
方
は
ぜ
ひ
聞
か
せ
て
ほ

し
い
。
会
員
サ
ー
ビ
ス
は
、
実
際
に
会
費

を
納
め
て
い
る
人
た
ち
の
平
均
的
な
必
要

に
応
じ
て
行
う
の
は
当
然
だ
が
、
そ
の
う

ち
の

一
部
を
将
来
の
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
た
め
に
、

若
い
会
員
や
未
知
の
若
い
ク
ラ
イ
マ
ー
に

も
投
資
し
た
ら
い
か
が
な
も
の
で
あ
ろ
う

力
″

Ｊ
Ａ
Ｃ
を
考
え
る

吉
川
明
秀

平
成
十
年
、
全
国
支
部
事
務
局
担
当
者

会
議
は

「
Ｊ
Ａ
Ｃ
を
考
え
る
」
が
会
議
の

テ
ー
マ
で
し
た
。
そ
の
会
議
の
基
調
講
演

は
織
内
信
彦
名
誉
会
員
の

「
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
理

(12)
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こ
ぶ
し

（花
木
抄
よ
り
）

荒
賀
憲
雄

樹
海
の
な
か

密
生
す
る
熊
笹
の

あ
れ
る
わ
だ

つ
み
を

は
て
し
な
く
わ
た

っ
て

ふ
い
に

一
本
の

辛
夷
の
木
に
で
あ

っ
た

む
こ
う
の
尾
根
か
ら

こ
の
新
緑
の
海
に

ち
り
ば
め
ら
れ
た
む
す
う
の
白
い
点
々
を

は
る
か
に
眺
め
た
の
は
昨
日
の
こ
と
だ

っ
た

あ
れ
か
ら

水
の
ほ
と
り
に
眠
り

今
朝
は

雪
に
圧
せ
ら
れ
て
下
向
き
に
臥
た

山
腹
の
藪
を
逆
に
漕
い
で

よ
う
や
く
た
ど
り

つ
い
た

辛
夷
の
木
の

一
本

お
も
わ
ず
幹
に
し
が
み

つ
い
て

は
げ
し
く
喘
ぎ
な
が
ら

ふ
り
仰
い
だ
視
線
の
先
の

あ
く
ま
で
青
い
五
月
の
空
に

光
を
し
た
た
ら
せ
て
浮
か
ぶ

花
々
の
幻
を

食
い
入
る
よ
う
に

み

つ
め
て
い
た

ゆ
ら
め
く
花
冠
を
頂
い
て

す

っ
く
と
立

っ
た

こ
の

か
ぎ
り
な
く
高
貴
な

白
い
も
の
に

長
い
旅
路
の
は
て
で

今
め
ぐ
り
あ

っ
た

い
っ
ぴ
き
の
を
す
の

渇
い
た
ま
な
ざ
し
で

ト
リ
ノ
、
豊
田
、
豊
科
で

日
本
の
山
岳
写
真
展

大
森
久
雄

イ
タ
リ
ア
の
国
立
ト
リ
ノ
山
岳
博
物
館

で
写
真
展

「
日
本
ア
ル
プ
ス
ｏ
は
る
か
な

る
山
々
の
写
真
」
が
お
こ
な
わ
れ
て
い
る
。

五
月
十
五
日
か
ら
八
月
二
十
日
ま
で
。
展

示
作
品
は
百
二
十
点
。
河
野
齢
蔵
、
辻
本

満
丸
、
武
田
久
吉
、
穂
苅
三
寿
雄
、
冠
松

次
郎
な
ど
明
治

・
大
正
の
こ
ろ
か
ら
現
在

活
躍
中
の
写
真
家
ま
で
二
十
九
人
の
作
品

で
、
信
仰
登
山
か
ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
、
ア
ン
デ

ス
ま
で
幅
広
く
日
本
の
登
山
の
変
遷
を
浮

き
彫
り
に
す
る
も
の
。
山
岳
写
真
研
究
家

ｏ
杉
本
誠
氏
と
ア
ウ
デ
ィ
ー
ズ
ィ
オ
館
長

の
企
画
、
フ
ォ
ス
コ
・
マ
ラ
イ
ー
ニ
、
ミ

ヤ
ハ
ラ

●
ミ
ツ
オ
両
氏
の
協
力
に
よ
る
も

の
で
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
こ
の
種
の
写
真
展

が
開
か
れ
る
の
は
お
そ
ら
く
初
め
て
。

五
月
十
四
日
の
開
会
式
と
前
夜
祭
に
参

加
し
た
が
、
大
変
な
評
判
で
、
集
ま

っ
た

人
々
は
熱
心
に
写
真
と
解
説
を
見
つ
め
て

い
た
。
イ
タ
リ
ア
山
岳
会
の
関
係
者
か
ら

は
、
日
本
ア
ル
プ
ス
と
い
う
名
前
は
い
つ

か
ら
あ
る
の
か
と
か
、
実
に
面
白
い
、
写

真
が
モ
ノ
ク
ロ
ー
ム
な
の
が
効
果
を
あ
げ

て
い
る
な
ど
の
話
が
聞
か
れ
た
。

立
派
な
カ
タ
ロ
グ
が
で
き
て
い
て
、
館

長
か
ら
日
本
山
岳
会
図
書
室
へ
寄
贈
さ
れ

た
の
を
預
か
っ
て
き
た
。

開
会
式
と
前
夜
祭
の
夕
食
会
に
は
、
ワ

ル
タ
ｌ

ｏ
ボ
ナ
ッ
テ
ィ
氏
が
夫
人

（女
優

の
ロ
ッ
サ
ナ

・
ポ
デ
ス
タ
さ
ん
）
同
伴
で

現
れ
た
の
に
は
び

っ
く
り
。
白
髪

・
温
厚
、

に
こ
や
か
な
紳
士
で
、
あ
の
過
激

ｏ
強
烈

な
山
歴
か
ら
受
け
る
印
象
と
は
ま
っ
た
く

逆
の
、
実
に
物
静
か
な
人
だ
っ
た
。
新
奇

な
も
の
よ
り
も
古
く
か
ら
あ
る
、
静
か
な

世
界
が
好
き
だ
と
語
り
、
最
近
は
イ
ン
ド

ネ
シ
ア
な
ど
の
海
底
火
山
に
興
味
を
持
ち
、

秋
に
は
日
本
に
行
く
話
が
あ
る
と
の
こ
と

だ

っ
た
。

こ
の
写
真
展
は
日
伊
同
時
開
催
で
、
日

本
展
の
タ
イ
ト
ル
は

「
日
本
の
山
岳
写
真

８０
年
」。
豊
田
市
美
術
館
で
は
六
月
二
日

～
十
四
日
に
開
か
れ
、
写
真
の
ほ
か

一
九

一
九
年
便
利
堂
発
行
、
三
百
部
限
定
の
石

崎
光
瑶

『印
度
窟
院
精
華
』
や
辻
本
満
丸

の

一
九
〇
六
年
、
甲
斐
駒

ｏ
鳳
凰

・
八
ヶ

岳
登
山
記
の
自
筆
原
稿
と
ス
ケ
ッ
チ
な
ど

も
展
示
さ
れ
た
。

長
野
県
豊
科
町
の
田
淵
行
男
記
念
館
で

は
、
写
真
家
三
十
人
、
展
示
作
品
七
十
五

点
に
し
て
、
七
月
十

一
日
～
八
月
二
十
日

日
に
お
こ
な
わ
れ
る
。

イラス ト 宇都木慎一
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同好会

報告

西
上
州

・
塚
山

桜
の
花
が
咲
き
誇
る
四
月
四
、
五
日
、

快
晴
の
も
と
、
恒
例
の
現
地
集
会
が

一
泊

二
日
で
行
わ
れ
た
。
池
袋
に
集
合
し
、
和

や
か
に
ス
タ
ー
ト
。
川
崎
精
雄
さ
ん
の
昔

話
が
う
か
が
え
る
予
定
が
、
奥
様
の
急
病

に
よ
り
残
念
な
が
ら
欠
席
と
の
報
で
、
遥

か
な
る
塚
山
は
や
や
遠
く
な
る
。

西
武
秩
父
駅
か
ら
は
予
約
の
タ
ク
シ
ー

で
、
小
鹿
神
社
前
の
そ
ば
処

「
み
ち
庭
」

で
幹
事
お
勧
め
の
天
も
り
そ
ば
を
食
し
、

参
加
者
の
登
高
意
欲
は
盛
り
あ
が
る
。

土
坂
峠
を
越
え
、
万
場
町
か
ら
投
石
峠

へ
、
そ
こ
か
ら
残
雪
の
急
斜
面
を
登
り
、

一
気
に
西
御
荷
鉾
山
頂
へ
。
三
六
〇
度
の

展
望
で
、
日
の
前
に
は
両
神
山
の
岩
峰
を

従
え
た
秩
父
の
山
並
み
が
、
西
に
は
オ
ド

ケ
山
か
ら
赤
久
縄
山
、
杖
植
峠
方
面
が
目

に
入
る
。
記
念
写
真
を
撮
り
、
四
時
に
は

万
場
の
今
井
屋
に
到
着
。
入
浴
後
、
大
宴

会

へ
と
続
く
。
メ
ン
バ
ー
寄
贈
の
八
海
山
、

夢
幻
他
の
銘
酒
に
会
話
が
弾
む
。

翌
朝
、
七
時
朝
食
後
、
宿
の
若
主
人
運

転
の
マ
イ
ク
ロ
バ
ス
で
登
山
ロ
ヘ
。
し
ば

ら
く
歩
く
と
Ｔ
Ｖ
中
継
所
が
見
え
た
。
二

班
に
分
か
れ
、
無
事
塚
山
登
頂
、
思
っ
た

よ
り
近
か
っ
た
。
先
発
組
は
塚
山
か
ら
土

坂
峠
ま
で
の
縦
走
路
を
歩
き
、
後
発
組
は

山
中
の
空
缶
を
集
め
て
の
下
山
で
、
三
水

会
の
心
意
気
を
示
す
。

両
班
は
土
坂
ト
ン
ネ
ル
脇
で
ド

ッ
キ
ン

グ
、
タ
ク
シ
ー
で
西
武
秩
父
駅
へ
。
駅
前

の
そ
ば
ど
こ
ろ

「お
い
で
」
で
無
事
下
山

の
打
ち
上
げ
を
盛
大
に
行

っ
て
帰
途
に
つ

い
た
。
参
加
者
十
三
名
。
　

（高
木
康
雄
）

甲
州
高
尾
山

桜
と
山
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
ワ
イ
ン

エ
場
見
学
の
殺
し
文
句
に
引
か
れ
て
、
四

月
十
二
日
、
お
花
見
ハ
イ
キ
ン
グ
に
参
加

す
る
。
ま
こ
と
に
春
爛
漫
、
好
天
こ
の
上

な
く
、
春
霞
た
な
び
く
勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅

頭
か
ら
は
、
う
す
ぼ
ん
や
り
と
白
峰
三
山

が
垣
間
見
え
る
。
駅
前
は
見
事
な
満
開
の

桜
。
そ
れ
に
し
て
も
桜
の
開
花
日
ぴ

っ
た

り
に
サ
ク
ラ
ハ
イ
キ
ン
グ
を
合
わ
せ
る
な

ん
て
芸
当
は
、
プ

ロ
の
気
象
予
報
士
も
顔

負
け
だ
。

勝
沼
ぶ
ど
う
郷
駅
集
合
の
十
時
に
、
参

加
者
二
十
四
名
が
う
ち
そ
ろ
っ
た

（後
で

車
で
き
た
大
場
氏
が
追
い
つ
い
て
二
十
五

名
参
加
）。
タ
ク
シ
ー
五
台
に
分
乗
し
て
、

ま
ず
は
大
滝
不
動
尊
へ
。
の
け
ぞ
る
よ
う

な
不
動
尊
の
階
段
を
上
る
。
階
段
に
並
行

し
て
落
ち
て
く
る
の
は
四
〇
メ
ー
ト
ル
の

雌
滝
、
さ
ら
に
見
上
げ
る
と
天
を
衝
く
よ

う
な
絶
壁
か
ら
落
差

一
三
六
メ
ー
ト
ル
の

大
滝
が
勢
い
よ
く
流
れ
、
ま
る
で
中
国
の

山
水
画
の
世
界
に
い
る
よ
う
だ
。

滝
の
下
部
か
ら
山
道
に
取
り
付
く
。
ジ

ャ
ッ
ク
９３
会
の
会
員
諸
氏
は
さ
す
が
歴
戦

の
つ
わ
も
の
ぞ
ろ
い
、
そ
の
足
の
速
い
こ

と
、
つ
い
て
い
く
の
に
必
死
だ
。
快
適
な

汗
を
か
き
、
ひ
ょ
っ
こ
り
飛
び
出
し
た
稜

線
は
風
が
強
く
、
何

一
つ
遮
る
も
の
の
な

い
大
展
望
台
だ
っ
た
。
そ
れ
も
そ
の
は
ず
、

稜
線
か
ら
反
対
側
の
山
稜
が
無
残
に
も
山

火
事
で
丸
坊
主
に
な
っ
て
い
た
か
ら
だ
。

坊
主
山
の
棚
横
手
山

（
一
三
〇
六
メ
ー

ト
ル
）
に
十

一
時
二
十
八
分
に
着
く
。
担

ぎ
あ
げ
た

一
升
瓶
の
ワ
イ
ン
は
ア
ペ
リ

テ
ィ
フ
と
し
て
皆
さ
ん
に
飲
ん
で
い
た
だ

い
た
。
ア
ル
コ
ー
ル
も
入
り
談
論
風
発
、

山
上
の
大
昼
食
会
は
こ
の
上
な
く
楽
し
く

に
ぎ
や
か
だ

っ
た
。

暑
い
く
ら
い
の
真
昼
の
太
陽
を
浴
び
、

高
尾
山

（
一
一
〇
六
メ
ー
ト
ル
）
着
は
十

三
時
。
こ
の
あ
た
り
は
山
火
事
が
た
び
た

び
起
き
て
い
る
。
平
成
四
年
四
月
に
発
生

し
た
山
火
事
は
三
日
三
晩
燃
え
た
。
ま
た
、

昨
年
二
月
十

一
日
に
も
出
火
し
て
い
て
、

焼
失
面
積
三
七
五
ヘ
ク
タ
ー
ル
に
お
よ
ぶ

と
い
わ
れ
る
。
お
陰
で
予
期
せ
ぬ
開
裕
な

展
望
を
得
な
が
ら
の
稜
線
漫
歩
と
な
っ
た
。

う
ら
ら
か
な
春
の
陽
を
浴
び
、
満
開
の

サ
ク
ラ
に
囲
ま
れ
た
大
善
寺
薬
師
堂
に
十

四
時
五
十
分
着
。
国
宝
大
善
寺
は
創
建
七

百
年
を
経
る
古
刹
、
総
檜
皮
葺
き
の
大
伽

　

の

藍
は
重
厚
極
ま
り
な
く
、
密
教
建
築
の
傑

　

⊂

作
と
伝
え
ら
れ
る
。

大
善
寺
を
出
て
少
し
高
台
を
登
り
、
そ

ぞ
ろ
歩
き
し
ば
し

で
最
終
目
的
地

の

「
シ
ャ
ト
ー
勝
沼
」
の
ワ
イ
ナ
リ
ー
エ
場

に
着
く
。
十
五
時
十
五
分
で
あ
り
、
ま
こ

と
に
行
程
表
ど
お
り
の
タ
イ
ム
で
あ
る
。

ワ
イ
ン
エ
場
を
見
学
し
た
後
は
試
飲
会
と

あ
い
な
り
、
う
ま
い
、
や
や
辛
い
だ
の
と

ワ
イ
ン
談
義
が
し
ば
ら
く
続
く
。

そ
れ
ぞ
れ
お
土
産
用
に
ワ
イ
ン
を
手
に

し
て
ワ
イ
ナ
リ
ー
を
出
発
し
た
の
は
十
六

時
。
火
照
っ
た
頬
を
夕
暮
れ
の
風
が
気
持

ち
よ
く
な
で
、
満
ち
足
り
た
気
持
ち
で
勝

沼
ぶ
ど
う
郷
駅
へ
と
帰
り
道
を
と
っ
た
。

（加
藤
恒
彦
）

日本山岳会の各委員会
同好会の活動報告です。
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岐
阜
支
部

JAC
支部だよリ

て

ら

し

や

ま

支
部
総
会
と
輝
山
登
山

四
月
二
十
五
、
二
十
六
日
、
丹
生
川
村

の
朴
の
木
平
ス
キ
ー
場
近
く
の
民
宿

・

「牧
」
で
、
平
成
十
年
度
岐
阜
支
部
総
会

と
輝
山
登
山
を
会
員

。
会
友
三
十
四
名
が

参
加
し
て
開
催
し
た
。

高
木
碕
男
支
部
長
か
ら

「平
成
十

一
年

秋
に
、
当
岐
阜
支
部
が
主
管
に
な

っ
て
全

国
支
部
懇
談
会
を
開
催
す
る
。
今
日
は
そ

の
実
行
委
員
長
さ
ん
な
ど
担
当
委
員
を
決

め
て
準
備
に
取
り
か
か
っ
て
い
た
だ
き
ま

す
。
皆
さ
ん
よ
ろ
し
く
協
力
願
い
ま
す
」

と
挨
拶
が
あ

っ
た
。
続
い
て
議
事
に
入
り
、

平
成
十
年
度
事
業
計
画
な
ど
六
議
案
を
原

案
ど
お
り
可
決
し
た
。

懇
親
会
に
入

っ
て
、
岡
田
清
美
さ
ん
な

ど
新
入
会
員
、
会
友
の
紹
介
の
後
、
乾
杯

全国各地の支部から,独自の活動状況を
リポー トします。

し
懇
親
を
深
め
た
。

四
月
二
十
六
日
、
早
朝
七
時
に
民
宿
を

出
発
し
た
。
登
山
口
で
あ
る
平
湯
峠
は
ガ

ス
が

一
面
に
覆

っ
て
い
た
。
三
日
連
続
し

て
愚
図
つ
い
て
い
る
天
気
は
、今
日
は
「晴

れ
時
々
曇
り
」
の
予
報
で
あ
る
。
総
勢
三

十
二
名
が
峠
か
ら
輝
山
に
向
か
っ
て
出
発
。

輝
山
は
、
峠
の
西
方
、
丹
生
川
村
と
上

宝
村
境
に
あ
る
標
高
二
〇
六
三
メ
ー
ト
ル

の
山
で
あ
る
。
近
く
に
、
乗
鞍
岳
、
槍
、

穂
高
岳
、
笠
ヶ
岳
な
ど
名
高
い
山
が
連
座

し
て
い
る
こ
と
も
あ
っ
て
、
こ
の
山
を
訪

れ
る
者
は
少
な
い
。
岐
阜
支
部
は
あ
え
て

こ
の
山
を
選
ん
だ
。
「輝
山
」、
な
ん
と
響輝山頂上に登った32名

き
の
よ
い
山
名
だ
ろ
う
。
里
で
は
、
こ
の

山
へ
最
初
に
朝
日
が
射
し
、
夜
明
け
を
告

げ
る
と
こ
ろ
か
ら
名
づ
け
ら
れ
た
と
い
う
。

登
山
者
が
少
な
く
、
道
も
な
い
藪
山
へ
登

る
な
ん
て
こ
の
上
な
く
魅
力
的
で
わ
く
わ

く
す
る
も
の
だ
。

三
十
分
ほ
ど
中
部
電
力
送
電
線
の
巡
視

道
を
登
る
。
後
は
道
は
な
く
藪
に
突
入
し

た
。
目
印
に
赤
い
布
を
小
枝
に
つ
け
な
が

ら
登

っ
た
。
朝
露
で
す
ぐ
に
ず
ぶ
濡
れ
に

な
っ
て
し
ま

っ
た
。
そ
れ
で
も
と
こ
ろ
ど

こ
ろ
雪
が
残

っ
て
い
る
と
こ
ろ
も
あ
っ
て

助
か
っ
た
。　
一
九
七
六
メ
ー
ト
ル
峰
東
面

は
崖
と
な
り
切
れ
落
ち
て
い
た
。
石
を
落

と
さ
な
い
よ
う
慎
重
に
登

っ
た
。
上
部
は

痩
せ
尾
根
と
な
っ
て
背
丈
以
上
の
笹
の
中

で
の
登
り
で
あ
っ
た
。
約
二
時
間
か
け
て

全
員
が
頂
上
へ
立

っ
た
。

登
頂
と
同
時
に
、
乗
鞍
岳
を
覆

っ
て
い

た
ガ
ス
が
と
れ
、
眼
前
に
ド
ー
ン
と
そ
の

容
姿
を
現
し
、
大
歓
声
…
…
。

高
木
泰
夫
副
支
部
長
の
音
頭
で

「輝
山

万
歳
」
を
三
唱
し
、
ビ
ー
ル
で
乾
杯
。
お

い
し
く
い
た
だ
い
て
い
る
と
、
今
度
は
残

雪
が
縞
模
様
を
描
い
た
槍
、
穂
高
岳
、
笠

ヶ
岳
な
ど
が
姿
を
現
し
、
こ
の
グ

ッ
ド
タ

イ
ミ
ン
グ
に
再
び
歓
声
。
改
め
て
よ
い
山

へ
き
た
も
の
だ
と
思
っ
た
。
二
等
三
角
点

を
中
心
に
、
思
い
思
い
の
場
所
に
円
座
に

な

っ
て
昼
食
に
し
た
。

正
午
ち
ょ
う
ど
に
頂
上
を
後
に
し
た
。

下
山
の
途
中
か
ら
は
平
湯
温
泉
街
の
全
容

を
見
下
ろ
す
こ
と
が
で
き
た
。
安
房
ト
ン
　

↓

ネ
ル
が
貫
通
し
、
中
部
縦
貫
自
動
車
道
が
　

０

開
通
し
て
、
つ
い
最
近
ま
で
「陸
の
孤
島
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
平
湯
温
泉
街
は
、
ま
た

大
き
な
転
換
期
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
る
。

「輝
山
は
、
今
と
変
わ
る
こ
と
な
く
堂
々

と
立
派
な
姿
で
そ
び
え
続
け
る
で
あ
ろ
う
。

道
な
ど
つ
け
な
い
で
こ
の
ま
ま
の
姿
で
あ

っ
て
ほ
し
い
」
そ
ん
な
こ
と
を
願
い
な
が

ら
、
十
三
時
三
十
分
全
員
峠
へ
下
山
し
た
。

「有
り
難
う
。
あ
り
が
と
う
」
と
、
岳
友

に
別
れ
を
告
げ
て
、
家
路
へ
と
三
々
五
々

峠
を
後
に
し
た
。
　
　
　
　
（藤
田
純
江
）

今

年

も

，
い
Ｌ粁
Ｔ
ヽ
で
会

い
ま

し

ょ
う

恒例の “ヤッホー"三唱



山 638-199807020(第 二種郵便物認可)

本年は「ネパール観光年」に当たります。日ごろ会員からご要望の多いチャーター便による

「ネパール・トレッキング」を計画致しました。

目下、建設がすすめられている「ポカラ国際山岳博物館」の視察、ネパール山岳協会(NMA)と
の交歓会、本会自然保護委員会のシバプリ・シャクナゲ植林の視察も行いたいと考えています。グ

ループでの参加、会員の紹介による会員外の方の参加も大歓迎です。

出発日 :1998年 11月 20日 0～ 11月 28日 09日 間

航空便 :往復便共チャーター便を利用

*日 本～カトマンズ直行便 (関西空港発着)

企 画 :(社 )日 本山岳会

旅行取扱い :下記 3社による手配旅行

申し込み方法

/(11::::華 ::::::::彗 :三 :)

聰曇夢/
/“肇難 :::::葺 :::::)

11華 ::::::彗 董

“

肇::::::|:多

/

Ч:麟/
だ:::凝 ::::::::::||:::〕

:ヽ掛/
宮製ハガキに住所、氏名、電

話番号、希望コース記入の上

「JACネバール・トレッキン

グ希望」と明記し、本会事務

局宛にお送り下さい。

事務局よリコース案内書および

参カロ申込書をお送り致します。

必要事項ご記入の上ご返送下

さい。また指定の□座へ申込金

をお振り1込み下さい。

参カロ申込書受け取り後、各

担当旅行会社より出発まで

の渡航手続き案内等をお送

りします。

申 し込み締めきり 8月 21日 0 ※既に申込ハガキを送っていただいた会員の方へは参加申込書を事務局より発送致します。

●コース詳細については下記各担当旅行会社へ直接お問い合わせ下さい。

榊フトラストレック
a東京03-3341-0030

な大阪06-341-9600

☆Dコース担当☆

アルバインツアーサービス榊
a東 京 03-3503-1911
8ブ  ヽ 阪 06-444-3033

容名古屋 052‐ 581-32118福岡 092-715¨ 1557

☆C,E・ F,Gコ ース担当☆

ヒマラヤ観光開発榊
変讐東|万譴03-3574-9292

8大阪 06-346-0360
☆A・ B・ Hヮ |・ Jコース担当☆

「JACネパール・トレッキング」共通旅行条件 (抜粋)

旅 行 期 間 :平成 10年 l!月 20日 0よ り9日 間

発 着 地  :関 西 国際 空港

利 用航 空会社 :ジ ャバ ンエ アチ ャー ター (株 )

利 用 ホ テル :各 コー ス 日程 表 に よ ります。
食 事 条 件 :各 コー ス 日程 表 に よ ります。

最 少催 行 人 数 :各 コー ス 10名 以上

添 乗 員 :ナ シ
コー ス ガ イ ド :各 コース共 山岳 会 会 員 が します

トマ ン ズ 間 往 復 国 際 航 空 運 賃

(ジ ャパ ンエ アチ ャー ター便 エ コ ノ ミー ク ラス利 用

便 予 定 )日 程 表 表 記 の 各 地 宿 泊 (二 人 一 部 屋 )、 ネ
パ ー ル 国 内交通 、お食 事 の為 の 費 用

。手荷 物 運搬 料 金 (20kgス ー ツケ ー ス 1個 とお考 え下
さい。)一部 地域 を除 く。

・ トレ ッキ ン グの 場 合 の 共 同装 備 一 式 お よ び トレ ッ

キ ング許 可書 、入 園料 等 )

「旅行代金に含 まれない物」
・渡航手続 き書費用 (パ スポ ー ト等の取得、ネパール

入国査証の取得等々)

各 国空港 施 設使 用料 また は空港 税
日程 表 に記 され な い各 地 食 事
日程 表 に記 され な い各 地 交通
20kgを 越 え る超 過 手荷 物 運搬 代 金

0海外 旅行傷 害保 険 料
・ 個 人 的 な費 用 の一切 (チ ップ、洗 濯 、電 話 、飲 み物 、土

産 等 々 )怪我 や病 気 に伴 う出費
・ ご 自宅 よ り関 西 国際 空港往 復 交通 費
◎ お申 し込 み後 の取 消料 :(貸切 航 空機 を利 用 す る場

合 の 包括 料 金 特 約 を前 提 に して い ます )

― 旅 行 開始 日の前 日か ら起 算 して さかの ぼ って、
90日 目～ 31日 目・・・・・・旅イテ代 金 の 20%
30日 目～2:日 目・・・・・・旅イテ代金の30%
20日 目～04日 目・・・・・・旅イテ代金の50%
3日 目以降当日まで…旅行代金の 100%
当日無連絡不参加……旅行代金の 100%
以上は、平成 10年 6月 :5日 現在の各種運賃および米 ド
ル為替水準 を基にさせていただいてお ります。
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山  638-199807020

マナスルベースキャンプとポカラミニレッキング9日間
①午前:関空発)カトマンズ(ホテル泊)②終日:カトマンズ・パタン市
内観光(ホテル泊)③午前:カトマンズ督マナスルベースキャンプ滞
在(テ ント泊)④午前マナスルベースキャンプ督ポカラ(ホテル泊)⑤

午前ポカラロカーレ(● 2時間)▲ オーストリアキャンプ(テ ント泊)

⑥終日:オーストリアキャンプ(65時 間)▲ ダンプス▲フェディロポ
カラ(ホテル泊)⑦午前:ポカラ)カトマンズ(ホテル泊)③午後:カトマ
ンズ)バンコク(機中泊)⑨)早朝:関空着
ご旅行代金 395,000円 /10名様～20名様参加の場合のお一人様あたり

取扱い/ヒマラヤ観光開発

マナスルベースキャンプとポカラ滞在9日間
①午前:関空発)カトマンズ(ホテル泊)②終日:カトマンズ・パタン市
内観光(ホテル泊)③午前:カ トマンズ)ポカラ(ホテル泊)④午前:

ポカラ督マナスルベースキャンプ(テ ント泊)⑤午前:マ ナスルベース

キャンプ▲カトマンズ(ホテル泊)⑥午後:カ トマンズロナガルコット

(ホテル泊)⑦午前:カ トマンズロバドガオン市内観光ロカトマンズ

(ホテル泊)③午後:カ トマンズ)バンコク(機中泊)⑨)早朝:関 空

着
ご旅行代金 398,000円 /10名様～20名様参加の場合のお一人様あたり

取扱い/ヒマラヤ観光開発

アンナブルナ0ダウラギリ山岳展望トレッキング9日間
①午前:関 空発)カトマンズ(ホテル泊)②午前:カトマンズ)ポカラ
ロルムレ(● 1時間)▲ チャンドラコット(テ ント泊)③終日:チャンドラ
コット(● 6時間)▲ ガンドルン(テント泊)④終日:ガンドルン(● 4

時間)▲タダパニ(テ ント泊)⑤終日:タダパニ(● 5時間)▲ ゴラパニ

(テ ント泊)⑥終日:ゴラパニ(68時間)▲ ヒレ(テント泊)⑦午前:ヒ

レ(● 3時間)▲ ナヤプールロ午後:ポカラ)カトマンズ(ホテル泊)

③午後:カトマンズ)バンコク(機中泊)⑨)早朝:関空着
ご旅行代金 279,000円 /10名様～20名様参加の場合のお一人様あたり

取扱い//アトラストレック

ランタン山群ヘリコプター入山トレッキング9日間
①午前:関 空発)カトマンズ(ホテル泊)②午前:カトマンズ▲ゴラタ
ベラ(テ ント泊)③午前:ゴラタベラ(● 3時間)▲ ランタン(テ ント泊)

④午前:ランタン(ヽ 3時間)▲ キャンジン・ゴンパ(テント泊)⑤終日:

キャンジン・ゴンパ(67時間)▲ ラマ・ホテル(テント泊)⑥終日:ラ

マ・ホテル(● 6時間)▲ シャブル・ベンシ(テント泊)⑦終日:シャブ
ル・ベンシロカトマンズ(ホテル泊)③午後:カトマンズ)バンコク(機

中泊)⑨)早朝:関空着
ご旅行代金 311,000円 /10名様～20名様参加の場合のお一人様あたり

取扱い/アルバインツアーサービス

自然保護委員会シ′ヽプリ植林体験と展望トレッキング 9日間
①午前:関空発)カトマンズ(ホテル泊)②午前:カ トマンズロシバプ
リしゃくなげ植林地へ。午後」AC担 当者からの現地説明と植林作
業(テ ント泊)③午前:植林作業 午後:登山口(● 3時間)▲ シバプ
リ山腹へ。(テ ント泊)④終日:シ バプリ山腹(ヽ 3時間)▲ シバプリ
山頂(テ ント泊)⑤終日:シバプリ山頂(66時間)▲ チソパニ(テ ント
泊)⑥終日:チソパニ(66時間)▲ ナガルコット(ホテル泊)⑦午前:

ナガルコットロバドガオン観光ロカトマンズ(ホテル泊)③カトマンズ
)バンコク(機中)⑨早朝:)早朝関空着
ご旅行代金 265,000円 /10名様～20名様参加の場合のお一人様あたり
取扱い/ヒマラヤ観光開発

「

■

L
ガウリシャンカールトレッキング9日間
①午前:関 空発)カトマンズ(ホテル泊)②午前:カトマンズロハヌマ
ンテ峠 午後:ハヌマンテ峠(● 2時間)▲ メハレ・チャウル(テ ント
泊)③終日:メハレ・チャウル(66時間)▲ ゴテ・ダンダ(テ ント泊)

④終日:ゴテ・ダンダ滞在(テ ント泊)⑤終日:ゴテ・ダンダ(67時間)

▲チョルドゥン・ピーク▲チトレ(テ ント泊)⑥午前:チトレ(ヽ 1時間)

▲ジリロカトマンズ(ホテル泊)⑦終日:カ トマンズ(ホテル泊)③午
後:カトマンズロバンコク(機中泊)⑨口早朝:関空着
ご旅行代金 259,000円 /10名様～20名様参加の場合のお一人様あたり

取扱い/アルバインツアーサービス

ポカラ滞在とチトワンジャングルサフアリ9日間
①午前:関空発)カトマンズ(ホテル泊)②終日:カトマンズ・パタン市

内観光(ホテル泊)③午前:カトマンズ)ポカラ(ホテル泊)④午前:ポ

カラ▲サランコットの丘ハイキング(● 2時間)▲ ポカラ(ホテル泊)

⑤午前:ポカラロチトワン国立公園(ホテル泊)⑥終日:チトワン国立

公園滞在(ホテル泊)⑦午前:チトワン国立公園口カトマンズ(ホテル

泊)③カトマンズ)バンコク(機中)⑨早朝:)早朝関空着

ご旅行代金 273,000円 /10名様～20名様参加の場合のお一人様あたり

取扱い/ヒマラヤ観光開発

エベレスト展望トレッキンングとシエルバの里9日間
①午前:関 空発)カトマンズ(ホテル泊)②午前:カ トマンズ)ルクラ

(● 3時間)▲パグディン(テント泊)③終日:パグディン(● 6時間)

▲ナムチェバザール(テント泊)④終日:ナ ムチェバザール(66時
間)▲ ホテルエベレストビュー▲ナムチェバザール(テ ント泊)⑤終
日:ナムチェバザール(67時間)▲ ルクラ⑥午前:ルクラ)カ トマン
ズ(ホテル泊)▲ カトマンズ滞在(ホテル泊)⑦午後:カトマンズ)バン
コク(機中泊)③)早朝:関空着
ご旅行代金 273,000円 /10名様～20名様参加の場合のお一人様あたり

取扱い//アルバインツアーサービス

八千m障パノラマ0フライトと
ジョムソン・ ロッジ・ ハイキング 9日間

①午前:関 空発)カトマンズ(ホテル泊)②午前:カトマンズ)ポカラ
(ホテル泊)③午前:ポカラ)ジョムソン(ロ ッジ泊)④終日:ジョムソン

(66時 間)▲ ツクチェ方面往復▲ジョムソン(ロ ッジ泊)⑤終日:ジョ
ムソン(ヽ 6時間)▲ カグベニ方面往復▲ジョムソン(ロ ッジ泊)⑥午
前:ジョムソン)ポカラ(ホテル泊)⑦午前:ポカラ)カ トマンズ(ホテ
ル泊)③午後:カトマンズ)バンコク(機中泊)⑨)早朝:関空着
ご旅行代金 319,000円 /10名様～20名様参加の場合のお一人様あたり
取扱い/アルバインツアーサービス

ヒマラヤ展望2泊 3日のトレッキング入門9日間
①午前:関 空発)カトマンズ(ホテル泊)②午前:カ トマンズ)ポカラ

(ホテル泊)③午前:ポカラロカーレ(● 2時間)▲ オーストリアンキャ
ンプ(テ ント泊)④午前:オーストリアンキャンプ(● 3時間)▲ ダンプ
ス(テ ント泊)⑤終日:ダンプス(● 2時間)▲ フェディロポカラ(ホテ
ル泊)⑥午前:ポカラ)カトマンズ(ホテル泊)⑦午前:カトマンズ市内
観光 午後:自 由行動(ホテル泊)③カトマンズ)バンコク(機中泊)

⑨)早朝:関空着
ご旅行代金 259,000円 /10名様～20名様参加の場合のお一人様あたり

取扱い/ヒマラヤ観光開発

)=飛 行機| 口 =車 や =ヘ リコプター ▲ =ト レッキング ● =全歩行
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図書 紹介
自
旗
史
朗

・
著

『
コ
０
０
バ
く
　
〓
口
⊂
Ｚ
引
＞
一Ｚ
Ｏ
』

本
書
は
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
・
ロ
ッ
キ
ー
の

約
二
百
二
十
座
の
中
か
ら
百
九
点
を
厳
選

し
た
巨
匠
の
手
に
よ
る
写
真
集
で
あ
る
。

そ
の

一
枚

一
枚
の
裏
に
は
、
約
十
万
回
も

の
シ
ャ
ッ
タ
ー
が
切
ら
れ
た
と
い
う
。

ロ
ッ
キ
ー
山
脈
に
入
山
す
る
こ
と
八
回
、

の
べ
三
百
八
十
六
日
を
か
け
、
山
と
対
峙

し
、
た
と
え
同
じ
場
所
で
あ

っ
て
も
、　
一

回

一
回
を
最
後
の
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
と
ら

え
、
新
鮮
な
気
持
ち
で
最
大
限
に
風
物
を

引
き
出
す
こ
と
に
努
力
し
た
と
い
う
。

地
球
は
今
、
人
間
だ
け
の
も
の
と
し
て

大
地
を
乱
開
発
し
動
植
物
の
住
処
を
追
い
、

自
然
破
壊
へ
と
突
き
進
ん
で
い
る
。
そ
う

し
た
中
で
山
深
く
カ
ナ
デ
ィ
ア
ン
ｏ
ロ
ッ

キ
ー
に
入

っ
た
と
き
こ
そ
原
始
の
姿
を
見

る
こ
と
が
で
き
、
山
々
を
通
し
て
地
球
の

自
然
を
後
世
に
残
し
た
い
と
願

っ
て
い
る
。

★紹介図書は全て税別価格です

豪
華
装
丁
の
写
真
集
を
手
に
し
た
と
き
、

ギ
ャ
ラ
リ
ー
に
入
り
込
む
よ
う
な
気
持
ち

に
な
る
。
と
く
に
高
画
質
の
大
判
印
刷
の

イ
ン
パ
ク
ト
は
強
く
、
鑑
賞
し
終
わ
っ
た

と
き
に
ど
こ
か
ほ
っ
と
し
て
本
を
閉
じ
る
。

こ
う
し
た
写
真
集
は
さ
す
が
に
高
価
だ

が
価
値
は
高
い
。
本
書
の
鑑
賞
？
を
か
ね

て
図
書
室
を
訪
ね
て
み
る
の
も
趣
が
あ
る

の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。
　

（林
　
栄
二
）

一
九
九
七
年
十
月
　
山
と
渓
谷
社
発
行

一
九
〇
ペ
ー
ジ
　
一
一万
円

能
海
　
寛

・
著

『
能
海
　
寛
通
稿
』

明
治
三
十
年
代
に
、
当
時
厳
重
な
鎖
国

制
度
を
と
っ
て
い
た
チ
ベ
ッ
ト
ヘ
、
密
か

に
入
国
を
企
て
た
日
本
人
が
四
人
い
た
。

寺
本
婉
雅
、
成
田
安
輝
、
河
口
慧
海
、
そ

し
て
能
海
寛
（
の
う
み

・
ゆ
た
か
）
で
あ
る
。

成
田
以
外
は
僧
侶
で
、
ラ
サ
で
チ
ベ
ッ

ト
仏
教
を
学
ぶ
こ
と
が
目
的
で
あ

っ
た
。

こ
の
う
ち
、
能
海
以
外
の
二
人
は
、
無
事

チ
ベ
ッ
ト
入
国
を
果
た
す
の
で
あ
る
が
、

一
人
彼
だ
け
は
、
チ
ベ
ッ
ト
ヘ
向
か
う
旅

の
途
中
で
行
方
不
明
と
な
り
、
以
後
そ
の

姿
を
ど
こ
に
も
現
す
こ
と
は
な
か
っ
た
。

彼
の
行
動
の
概
略
は
、
節
目
節
目
に
送

ら
れ
て
き
た
書
簡
に
よ
り
つ
か
む
こ
と
が

で
き
る
。
最
初
は
重
慶
か
ら
打
箭
路
に
入

り
、
金
沙
江
の
ほ
と
り
で
官
憲
に
よ
っ
て

追
い
返
さ
れ
、
三
度
目
は
西
寧
か
ら
青
海

ル
ー
ト
を
と
っ
た
が
、
途
中
丹
噌
爾

（タ

ン
カ
ル
）
で
金
品
を
盗
ま
れ
て
し
ま
う
。

そ
れ
で
も
チ
ベ
ッ
ト
入
国
の
決
意
と
意
志

は
強
く
、
決
死
の
覚
悟
で
雲
南
省
ル
ー
ト

か
ら
の
入
国
を
敢
行
す
る
。

本
書
は
、
大
正
六
年
に
能
海
寛
の
十
七

回
忌
を
記
念
し
て
遺
稿
集
と
し
て
刊
行
さ

れ
た
本
の
復
刻
版
で
あ
る
。

内
容
は
、
書
簡
集
、
遺
品
目
録
、
追
悼

文
な
ど
か
ら
な
っ
て
い
る
。
元
版
の
装
丁

は
、
馬
に
乗

っ
た
僧
侶
が
西
に
向
か
っ
て

進
み
、
頭
上
に
は
雪
山
が
輝
く
と
い
う
ロ

マ
ン
香
る
も
の
で
あ
っ
た
。
本
書
で
は
こ

の
図
案
の

一
部
が
タ
イ
ト
ル
ペ
ー
ジ
に
入

り
、
カ
バ
ー
に
能
海
寛
の
肖
像
画
が
使
用

さ
れ
て
い
る
。
ま
た
巻
頭
に
、
江
本
嘉
伸

氏
の
適
切
な
解
説
が
加
え
ら
れ
た
。
し
た

が
っ
て
本
書
は
、
単
な
る
復
刻
版
と
い
う

よ
り
も
新
装
版
と
い
っ
た
ほ
う
が
よ
い
の

だ
ろ
う
。

い
ず
れ
に
せ
よ
本
書
の
元
版
は
、
わ
が

国
の
チ
ベ
ッ
ト
に
関
す
る
文
献
の
中
で
は

も

っ
と
も
入
手
し
が
た
い
稀
朝
本
と
い
わ

れ
て
い
た
も
の
で
、
再
刊
さ
れ
た
意
義
は

大
き
い
。

な
お
、
能
海
寛
に
関
し
て
は
、
彼
の
出

身
地
、
島
根
県
金
城
町
波
佐
か
ら

「チ
ベ

ッ
ト
探
検
の
先
駆
者

『能
海
　
寛
』
」
（隅

田
正
三
著
）
と
題
す
る
調
査
研
究
の
書
が

出
て
い
る
。　
　
　
　
　
　
（岩
瀬
暗
祐
）

一
九
九
八
年
二
月
　
五
月
書
房
発
行

二
五
五
ペ
ー
ジ
　
六
千
円

Ｈ
Ｊ
編
集
長
カ
バ
デ
ィ
ア
氏
よ
り

イ
ン
ド
測
量
部
発
行
地
図
を
受
贈

去
る

一
月
下
旬
本
会
に
来
室
の
折
、
図

書
室
所
蔵
の
地
図
を
見
て
、
イ
ン
ド
関
係

の
地
図
が
少
な
い
こ
と
を
気
に
さ
れ
、
帰

国
後
の
二
月
下
旬
お
よ
び
四
月
中
旬
の
二

度
に
わ
た
り
、
イ
ン
ド
測
量
部
発
行
の
二

十
五
万
分
の

一
ト
レ
ッ
キ
ン
グ

ｏ
シ
リ
ー

ズ
地
図
七
枚
、
同
五
百
万
分
の

一
山
脈

・

水
系
地
図

一
枚
、
お
よ
び
ヒ
マ
チ
ャ
ル

・

プ
ラ
デ
ィ
ッ
シ
ュ
の
五
万
分
の

一
地
形
図

（
５３
１
Ｅ
、
ク
ル
、
シ
ム
ラ
地
区
）
十
五

枚
（
５３
１
Ｅ
１
１４
欠
）
が
本
会
図
書
室
に

寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。

こ
の
う
ち
二
十
五
万
分
の

一
ト
レ
ツ
キ

ン
グ
集
成
図
Ｌ
”
日
Ｂ
ｃ
”

パ
”
∽

，
日
〓
は
、

未
開
放
地
域
も
含
ま
れ
る
貴
重
な
も
の
で

す
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（松
田
雄

一
）

弓
『
①
Ｆ
匡
目
的

”

〓
一”
づ
∽
①
ュ
①
∽
（
ｒ
Ｎ
Ｏ
Ｏ
ｂ
Ｏ
Ｏ
）

卜
）
Ｌ
”
Ｂ

Ｂ

Ｃ

”

パ

”
∽
Ｆ

日

〓

Ｚ

Ｏ

■

（
８

ざ

）

Ｎ
）Ｌ
”
８
日
ｃ
”
パ
”
∽Ｆ
日
〓
Ｚ
ｏ
ｏＮ
（３
ぶ
）

∞
）∪
”
ら
”
ュ
・
”
諄
（お
∞〇
）

卜
）パ
Ｃ
〓
Ｃ
く
”
〓
①Ч
（Ｈ８
０
）

ｕ
）
の
”
目
的
〇
一
ュ
ー
く
”
］Ｓ
●
〇
一
二
（
Ｈ
Ｏ
Ｏ
じ

ｏ
）パ
ｃ
日
”
ｃ
●
目
〓
只
お
口
）

『
）”
”
ら
”
ュ
ー
【
①
ら
”
只
お
〇
じ

∪
お
００
く①
『
Ｆ
驚
”
∽
①〓
①
∽
（∵
Ｐ
ＯＯＯ
ｂ
８
）

じ
目
〓

”
曽
鴫
①
∽
”
己

Ｐ
く①ａ
（Ｈ８
ｏ
）

目
巨Ｂ
”
ｏＦ
”
〓
「
『
”
Ｏ
①
∽Ｆ
（ｒ
ｏＰ
ｏｏｏ
）

（ｕ∞
‐
国
∽
①
ュ
①
∽
）

Ｈ
′ヽ
Ｐヽ
Ｏ
）
い
∞
‐
口
‐
ド
′ヽ
Ｈヽ
Ｏ
（
①
Ｘ
０
０
づ
一
日
‥
μ
卜
）
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ネバール国際山岳博物館募金応募状況

表記の募金にご協力をくださった方々のご芳名を掲載し、お礼に替えさせていただきます。(敬称略)

173名  543口  2,718,000円 (6月 5日現在)累 計680名 /1,955口 /9,785,836円

●100日 (500,000円 )       田邦夫 田邊正英 松下征文 中  イタル 佐藤芳久 山田圭一 藤

藤井信己             村浩一 松井辰爾 石井勝 粟野  野欣也 宮下広次 遠藤俊一 斉
●40日 (200,000円 )       光夫 羽鳥肇 日下部雅昭 渡辺  藤晋 岡田茂久 高良博人 武藤

今西芳子 今西邦夫        欣次 坂井美江 望月阿香実 小  光盛 田辺恵造 大田慶子 貫田
●20日 (100,000円 )       谷隆一 魚本定良 中嶋正夫 岩  宗男 杉田博 高芝一民 松沢幸

佐久間高男            坪五郎 岩坪玲子 中村正義 水  雄 橋本賞 右川清夫 青木司
●10日 (50,000円 )        越武 鵜野悟郎 武藤朋幸 平野  片山博 村田茂

高橋一雄 一カ英夫 村木潤次郎  員市 三鍋久雄 宮本忠直 八木  ● 1日 (5,000円 )

日本山岳会岐阜支部        功 川合周 岸栄 野呂邦彦 吉  下沢英二 谷口義宗 岩田安生
●6口 (30,000円 )        田三智子 中村善登 法政大学体  名塚達夫 有吉毅 西川潔 伴賞

宮下秀樹 吉永英明 大塚博美   育会山岳部 三上博民 小野光比  本多彦一 若月昇 篠田勝行 佐
●5日 (25,000円 )        古 清水紀亨 平野武利 原田雅  藤知恵子 山田暁 山中保一 加

酒井敏明 木戸繁良 田村護 山  弘 角橋通弘 佐藤紀子 田中重  藤義夫 田口善信 安田範明 大

田二郎              輔 岡本如矢 山崎徹 山下正代  木淑子 岡本博二郎 岩田和夫
●4口 (20,000円 )        岡田謙音 安東桂三 飯田肇 高  佐々木康之 綿引安人 長谷川章

田中政一 増田昌司 青木巌 井  木康雄 尾崎祐一 内野裕夫 松  斉藤喜一 三島秀介 藤田純江

手隆尚 荒木信夫 00新潟マネジ  本征夫 松井利夫 宮本数男 鈴  沼田敏明 田代妙子 小疇尚 吉
メント 金子宏 秋山光男 菊池  木淳平 山本健一郎 篠田勝久   川友章 斉藤直信 坂本桂 上村

文雄 尾崎徳郎 田邊隆一 増山  杉村功 松尾美貴子 斎藤裕 糸己  秀雄 大槻雅弘 堀義博 中西紀

茂 山本朋二郎 宮川良雄     伊輝彦 石光久仁子 松井潤次   夫 安藤昌宜 中村久一 伊藤繁
●3日 (15,000円 )        利部輝雄 鈴木松三 青木繁 唐  杉村直樹

山崎大造 高木碕男 高柳清美   橋宏 武田宗岳 前田清子 山崎  ●その他口

中島伊平             美子 遠藤源太 日下田賞 戸谷  秋山庸一 平野征人 中村佐千夫
●2口 (10,000円 )        全男 保坂恵子 坪山淑子 高橋  塩入章夫

小林康浩 井栗登 田中節子 サ|1  早苗 松浦輝夫 佐野貴之 杉山

著 者 書   名

書籍受入報告 (1998年 5月 )

ページ・大きさ 出版元 出版年 寄贈/購入

五十嵐篤雄
ベルニナ山岳会(編 )

黒石恒

渡辺正臣

渡辺正臣

前橋足利銀行経友会

串田孫一 。他 (編 )

クリンチ(著)薬師義美・吉永定雄(共訳)

松田松二

中村みつを

横山大輔 (編 )

谷野正則 (編 )

新潟県山岳協会(編 )

大山恭司

日本山岳会東海支部(編著)

平山善吉

東京農業大学山岳会(編著)

佐伯邦夫

古館尚樹 (編 )

安宅夏夫、松尾順造(写真)

Gigi Speroni

lnternational Society

for Mountain Medicine

(ISMM)

飯豊道 (い いでみち):山の紀行とエッセイ       402pp/20cm
BERNINA 49・ 50:ベルニナ山岳会創立50周 年記念号 224pp/26cm

旅の回顧 (画集)                   59pp/22cm
富士山に魅せられて70年 :素晴らしい山仲間に囲まれて  197pp/22cm
各地にある富士山 :『富士山に魅せられて70年』別冊付録  70pp/21cm
さわやかな笑顔にナマステ               49pp/26cm
:前橋足利銀行経友会ネパール学校支援活動報告書

剣岳 (日本の名山 No。 7)               252pp/20cm
ヒドンピーク初登頂 :カ ラコルムの秘峰8068メ ー トル   406pp/20cm
環境科学者の見たチロル                253pp/19cm
のんびり山に陽はのぼる                174pp/21cm
昆苓山脈7167峰登山隊報告書 :西陣山岳会創立35周 年記念誌 66pp/26cm

中高年のための花の百名山 :全国「花登山」魅カガイ ド  146pp/27cm
新潟県山岳協会創立50周 年記念誌            196pp/26cm
日本百名山 :記録写真集                83pp/27cm
山は知っている :環太平洋一周環境調査登山の記録    189pp/26cm
エベレスト邁かなり                  352pp/22cm
TWINS(ト ゥインズ):東京農業大学ガッシャブルムⅡ峰1993、   181pp/27cm

追悼 佐藤正倫、 トゥインズ 1995報告

剣岳渇仰 :佐伯邦夫写真集 (Bee Books)        59pp/20cm
『岳人』別冊 :夏山・夏だから日本アルプス&みちのくの山 210pp/30cm

鎌倉文学散歩 (カ ラーブックスNo.851)        151pp/15cm
ll Duca Degli Abruzzi              210pp/20cm
第3回登山と高所環境に関する国際医学会議Program&Abstracts  300pp/26cm
くThe 3rd World Congress on Mountain Medicine&High Altitude

Physiology&the 18th Japanese Symposium on Mountain Medicine>

恒文社     1998
ベルニナ山岳会  1998
黒石恒 (私家版)1998
渡辺フミ(私家版)1998
渡辺フミ(私家版)1998
前橋足利銀行経友会 1997

著者寄贈

発行者寄贈

著者寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

著者寄贈

出版社寄贈

著者寄贈

購入

発行者寄贈

出版社寄贈

訳者寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

発行者寄贈

坂倉登喜子氏寄贈

発行者寄贈

著者寄贈

編著者寄贈

著者寄贈

発行者寄贈

博品社     1998
ナカニシヤ出版  1998
山と漢谷社   1998
山と漢谷社   1998
西陣山岳会   1998
主婦と生活社  1998
新潟県山岳協会  1998
大山恭司(私家版)1998
マック出版   1998
悠々社     1998
東京農業大学山岳会 1998

佐伯邦夫事務所  1998
中日新聞東京本社 1998

保育社     1993
Rusconi       1991
1SMM     1998
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丹
、

絹
川
、
勝
山
、
村
井
、
飯
田
、
増
山
、
森
、

大
蔵
、
宇
田
川
、
宮
崎
、
坂
本
各
理
事
、

山
口
資
料
委
員
、
石
橋
監
事
、
平
山
、
穴

田
、
中
川
、
平
野
、
中
村
各
常
任
評
議
員

（鰺
坂
理
事
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
登
山
行
動
中
に

つ
き
、
山
口
資
料
委
員
の
代
理
出
席
）

［委
任
］
熊
崎
理
事
、
神
崎
監
事
、
長
尾

常
任
評
議
員

◎
議
事
に
先
立
ち
八
～
十
日
に
、
斎
藤
会

長
以
下
六
名
で
中
国
登
山
協
会
を
表
敬
訪

問
し
て
Ｃ
Ｍ
Ａ
四
十
周
年
記
念
行
事
に
参

加
、
熱
烈
歓
迎
と
答
礼
パ
ー
テ
ィ
ー
の
開

催
、
伊
丹
理
事
よ
リ
ブ
ー
タ
ン
ｏ
チ
ベ
ッ

ト
国
境
登
山
に
対
す
る
打
診
状
況
の
報
告

な
ど
が
述
べ
ら
れ
た
。

【審
議
事
項
】

一
、
助
成
金
交
付
の
件
　
　
　
　
　
吉
永

大
森
前
理
事
を
キ
ャ
ッ
プ
と
し
て
進
め

ら
れ
て
い
る
ネ
パ
ー
ル

・
シ
バ
プ
リ
の
植

林
事
業
に
対
し
、
地
球
環
境
基
金
よ
り
、

本
年
度
助
成
金
交
付
内
定
通
知
が
あ

っ
た
。

収
支
に
つ
い
て
は
本
会
財
務
決
算
項
目
と

な
る
の
で
、
自
然
保
護
担
当
理
事
決
済
事

項
と
し
て
の
運
営
を
希
望
す
る
。
　

承
認

二
、
秩
父
宮
記
念
賞
の
件
　
　
　
　
竹
内

二
回
の
有
識
者
会
議
と
理
事
会
を
経
て
、

総
会
説
明
後
直
ち
に
創
設
に
当
た
る
。

①
運
営
委
員
会
＝
有
識
者
、
三
副
会
長
、

総
務
、
財
務
で
構
成
。
五
月
二
十
八
日
打

ち
合
わ
せ
会
。

②
審
査
委
員
会
＝
自
然
保
護
、
高
所
、
科

学
、
医
療
、
図
書
、
資
料
六
委
員
会
理
事

に
委
嘱
。

③
事
務
局
＝
審
査
委
員
出
身
委
員
会
よ
り

一
人
と
、
総
務
委
員
会
。
十
五
日
第

一
回

打
ち
合
わ
せ
。

④
そ
の
他
＝
応
募
要
領
／
推
薦
状
は
学
術

振
興
会
の
も
の
を
参
照
す
る
。
提
出
書
類

は
各
二
部
。

●
推
薦
　
委
員
会
、
支
部
、
会
員
が
属
す

る
学
会
。

●
応
募
　
個
人
が
支
部
、
委
員
会
か
ら
推

薦
を
受
け
応
募
。
あ
る
い
は
団
体
が
推
薦
。

●

一
度
応
募
し
た
も
の
は
二
年
間
有
効
と

す
る
。

三
、
評
議
員
会
の
件
　
　
　
　
　
　
吉
永

四
月
二
十
五
日
開
催
、
総
会
提
出
議
案

の
説
明
＝
決
算
報
告

ｏ
予
算

（案
）
・
事

業
報
告

ｏ
事
業

（案
）
秩
父
宮
記
念
賞
の

創
設

ｏ
ポ
カ
ラ
山
岳
博
物
館
の
募
金
経
過

報
告
な
ど
の
承
認
を
受
け
た
。
　
　
了
承

四
、
総
会

・
支
部
長
会
議
の
件

（五
月
十

六
日
グ
リ
ー
ン
ホ
テ
ル
水
道
橋
）

絹
川

①
総
会
＝
十
三
日
現
在
で
、
出
席
申
し
込

み
、
到
着
委
任
状
で
成
立
人
数
を
超
え
て

い
る
。

②
支
部
長
会
議
＝
代
理
四
支
部
を
含
む
全

支
部
出
席
通
知
が
き
て
い
る
。
議
題
の
中

で
、
今
年
の
年
次
晩
餐
会
イ
ベ
ン
ト

「支

部
と
っ
て
お
き
の
山

。
Ｐ
Ａ
Ｒ
Ｔ
Ⅱ
」
計

画
の
協
力
依
頼
を
す
る
。

③
総
会
後
の
懇
親
会
に
、
ネ
パ
ー
ル
政
府

参
事
官
の
出
席
要
請
が
あ
り
、
ポ
カ
ラ
山

岳
博
物
館
の
現
況
と
ネ
パ
ー
ル
観
光
年
の

説
明
な
ど
の
申
し
入
れ
が
な
さ
れ
た
。

五
、
支
部
長
交
代
の
件
　
　
　
　
絹
川

四
月
十
九
日
開
催
の
信
濃
支
部
総
会
で

支
部
長
等
の
交
代
が
あ
っ
た
。

支
部
長
＝
山
浦
源
太
郎

（会
員
番
号
四
九

三
〇
）

総
務
＝
角
田
啓
蔵

（会
員
番
号

八
二
八
六
）
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

六
、
ネ
パ
ー
ル

ｏ
ト
レ
ッ
キ
ン
グ
計
画
の

現
況
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
永

帥
ヒ
マ
ラ
ヤ
観
光
、
輸
ア
ト
ラ
ス
ト
レ

ッ
ク
、
ア
ル
パ
イ
ン
ツ
ア
ー
サ
ー
ビ
ス
い

の
三
社
主
催
に
よ
り
、
三
百
二
十
名
限
定
、

口
～
０
の
九
日
間
の
日
程
。
コ
ー
ス
等
に

つ
い
て
は
五
月
下
旬
ま
で
に
設
定
。
「山
」

六
月
号
掲
載
と
す
る
。
な
お
十
六
日
支
部

長
会
議
で
も
報
告
、
説
明
を
す
る
。

承
認

七
、
名
義
後
援
要
請
の
件
　
　
　
　
絹
川

六
月
四
～
九
日
、
上
野
松
坂
屋
に

「夏

山
相
談
所
」
開
設
、
同
時
開
催
と
し
て
ア

ル
パ
イ
ン
ｏ
フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ
巡
回

(21)

●ヨ壁生」1圭三∠:笠菫憂躍肇里
●第 20巻好 評 発 売 中●

―等三角点の山々
山口ゆき子/横 山 隆ノ高柳生雄ノ川越は じめ/

岡村美邦共著

A5版・310頁・定価1600円 (税込)掲載の山 00山

新ハイキング社の一等三角点の山シリーズの三
部作「―等三角点の名山100」「―等三角点の名山
と秘境」「一等三角点の山々」も発売中
※3冊 とも山は重複していません

●日本山岳会選定●話題の本08刷増刷

日本3口0名山ガイド
(東日本編)(西日本編〉

市川静子、岡田敏夫、岡部紀正   A5版 0320頁

川越はじめ、廣澤和嘉 共著 定価各1680円 (税込)

※著者はすべて日本山岳会会員です

新ハイキング社蚕需話1¶濡墨
ll11孔

乳ll:

露覇
薦|



山 638-199807・ 20(第二種郵便物認可 )

写
真
展
の
展
示
、
そ
の
後
、
七
月
上
旬
よ

り
滋
賀
県
ダ
イ
ニ
ッ
ク
ア
ス
ト
ロ
パ
ー
ク

天
究
館
で
の
開
催
に
対
し
て
、
羽
田
ク
ラ

ブ
代
表
よ
り
文
書
で
本
会
後
援
の
要
請
が

な
さ
れ
た
。
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

【碁
言
員
△
至
報
三
口】

●
青
年
部

・
宇
田
川

カ
ン
チ
ェ
ン
ジ

ュ
ン
ガ
登
山
隊

一
九
九
八

は
全
員
元
気
で
行
動
中
。
Ｃ
４
建
設
後
、

登
頂
ア
タ
ッ
ク
は
中
旬
予
定
。

●
海
外
連
絡
委
員
会

・
伊
丹

①
十
月
二
日
、
日
山
協
行
事
「登
山
の
日
」

に
あ
わ
せ
て
イ
タ
リ
ア
よ
り
Ｗ

・
ボ
ナ
ッ

テ
ィ
氏
が
来
日
、
四
ヵ
所
で
講
演
会
開
催

の
予
定
。

②
ネ
パ
ー
ル

ｏ
ポ
カ
ラ
山
岳
博
物
館
募
金

の
現
況
は
、
応
募
五
百
六
十
八
名
、
七
百

四
十
万
円
。

●
山
岳
研
究
所
運
営
委
員
会

・
坂
本

平
成
十
年
度
企
画

①
ウ
エ
ス
ト
ン
祭
と
焼
岳
登
山
＝
青
年
部

と
共
催
。
六
月
六
～
七
日
。
対
象
は
平
成

九
年
度
入
会
者
三
百
七
十
名
、
参
加
定
員

二
十
名
。

②
Ｊ
Ａ
Ｃ
ジ

ュ
ニ
ア
登
山
教
室
＝
指
導
委

員
会
と
共
催
。
七
月
二
十
九
日
～
八
月

一

日
。
対
象
は
Ｊ
Ａ
Ｃ
会
員
家
族
の
子
女
と

そ
の
友
達
、
小
学
四
年
生
～
中
学
三
年
生
、

十
～
十
五
名
。

③
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
展

（山
研
資
料
室
）

科
学
委
員
会
、
資
料
委
員
会
と
共
催
。
八

月
二
～
二
十
二
日
、
「人
と
自
然
の
協
調
」

機
材
パ
ネ
ル
展
示
、
水
力

・
ソ
ー
ラ
ｌ

ｏ

風
力
発
電
の
理
解
を
促
す
。

●
医
療
委
員
会

・
増
山

第
十
八
回
日
本
登
山
医
学
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

お
よ
び
第
二
回
登
山
と
高
所
環
境
に
関
す

る
国
際
会
議
の
開
催

（五
月
二
十

一
～
二

十
四
日
、
参
加
三
十
二
カ
国
、
松
本
市
）

に
当
た
り
、
各
理
事
に
も
可
能
な
限
り
出

席
を
お
願
い
す
る
。

●
会
報
編
集
委
員
会

ｏ
村
井

「山
」
六
三
七
号
に
、
中
高
年
対
策
と
し

て
、
「登
山

一
般
＝
小
倉
董
子
」
「
メ
デ
ィ

カ
ル
チ

ェ
ッ
ク
＝
大
森
薫
雄
」
「ト
レ
ー

ニ
ン
グ
＝
山
本
正
嘉
」
の
二
会
員
に
寄
稿

を
依
頼
し
、
特
集
記
事
を
掲
載
す
る
。

●
図
書
委
員
会

・
飯
田

申
し
入
れ
が
あ
り
、
図
書
室
未
収
納
図
書

二
百
十
冊
の
寄
贈
を
受
け
入
れ
た
。

●
資
料
委
員
会

・
代
理
山
口
委
員

①
乾
板
七
百
枚
を
受
け
入
れ
た
。
立
山
博

物
館
、
東
京
都
写
真
美
術
館
等
に
寄
託
予

定
。
＊
十
二
月
理
事
会
で
も
複
写
の
件
で

審
議
さ
れ
た
が
、
貴
重
品
で
あ
り
版
権
の

帰
属
に
つ
い
て
、
明
確
化
を
期
す
べ
き
で

あ
る

（小
倉
副
会
長
）。

②
武
田
久
吉
名
誉
会
員
記
念
館

（会
津

ｏ

檜
枝
岐
）
の
建
設
に
伴
う
展
示
品
に
つ
い

て
、
家
族
よ
り
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ
た
。

大
町
山
岳
博
物
館
寄
託
で
未
登
録
の
も
の

と
、
所
蔵
品
の
中
よ
り

一
部
を
本
会
名
義

寄
託
と
す
る
等
を
考
慮
し
て
い
る
。

■
会
員
異
動

物
故

田
村
扇

一
（四
三
二
七
）
１０

ｏ
５

ｏ
８

作
見
　
徹

（六
五

一
三
）
１０

ｏ
５

ｏ
２

中
井
義
博

（七
二
八
九
）
１０

ｏ
４

ｏ
ｌ５

平
野
清
司

（九
四
七
七
）
１０

ｏ
５

ｏ
ｌ

退
会

（１０

ｏ
５

ｉ

）

遠
藤
孝
夫

（六
九
二
九
）

島
田
芳
文

（三
八
七
三
）

岡
本
百
登
成

（八
四
六

一
）

力
石
輝
夫

（八
八
五
四
）

斉
藤
省
吾

（八
九
〇
三
）

渡
邊
喜
男

（
一
〇
六
五
三
）

田
寺
倹
治

（
一
〇
八
〇
六
）

宇
井
敏
彦

（
一
一
四
六
〇
）

松
下
多
佳
子

（
一
一
七
二
五
）

武
保

（
一
一
三
七
四
）

改
姓

高
野
久
子

（
一
一
八
〇
六
）
―
松
本
久
子

終
身
会
員

四
■
四
日
目

保
坂
隆
司

（四
六
六
三
）

１２

日

会
報
編
集
委
員
会

常
務
理
事
会
　
山
学
研

フ
ォ
ト
ビ
デ
オ
ク
ラ
ブ

総
務
委
員
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

キ
ー
ク
ラ
ブ

ニ
火
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ

ク
ラ
ブ
　
９５
同
期
会

理
事
会
　
９３
同
期
会

青
年
部
　
集
会
委
員
会

秩
父
宮
記
念
賞
委
員
会

岩
橋
写
真
集
会

総
務
委
員
会
　
資
料
委
員
会
　
図

書
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

百
年
史
委
員
会
　
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ

オ
委
員
会

三
水
会
　
デ
ー
タ
バ
ン
ク
研
究
会

山
研
委
員
会
　
９５
同
期
会

高
所
登
山
委
員
会
　
科
学
委
員
会

学
生
部
講
演
会

青
年
部
　
自
然
保
護
委
員
会

デ
ー
タ
バ
ン
ク
研
究
会
　
山
岳
編

集
委
員
会

自
然
保
護
委
員
会
　
山
げ
ら
の
会

学
生
部
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク

ラ
ブ

（幹
事
会
）

秩
父
宮
記
念
賞
委
員
会
　
集
会
委

員
会
　
　
　
　
５
月
来
室
者
硼
名

１３

日

１４

日

１５

日

１６

日

１８

日

１９

日

２２

日

２５

日

２６

日

２７

日

２８

日

５

月

３

日

７

日

８

日

１１

日

21
日

20
日
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INFORMAT10N◆
全
国
支
部
懇
談
会
開
催

主
管
秋
田
支
部

初
秋
の
男
鹿
市
で
平
成
十
年
度
の
全
国

支
部
懇
談
会
を
開
催
し
ま
す
。
二
日
目
の

懇
親
登
山
は
男
鹿
の

「お
山
が
け
」。
ふ

る
っ
て
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

日
程

九
月
十
九
日
田
　
秋
田
県
男
鹿
市
門
前

旅
館

「磯
乃
家
」
で
懇
親
会

九
月
二
十
日
同
　
男
鹿
三
山
縦
走

（お
山

が
け
）
真
山
（五
六
七
メ
ー
ト
ル
）

―
本
山

（七

一
五
メ
ー
ト
ル
）
―

毛
無
山

（六
七
七
メ
ー
■
ル
）

※
登
山
後
宿
舎
に
戻
り
解
散
。

費
用
　
一
万
三
千
円

（宿
泊
代
、
懇
親
会

費
、
連
絡
費
な
ど
）

申
込
　
ハ
ガ
キ
に
住
所
、
氏
名
、
性
別
、

年
齢
、
電
話
、
会
員
番
号
、
所
属

（本
部
、
支
部
名
）
男
鹿
半
島
ま

で
の
交
通
手
段

（①
秋
田
空
港
か

ら
リ
ム
ジ
ン
バ
ス
で
秋
田
駅
、
駅

Ｉ
Ｊ
Ｒ
男
鹿
線

ｏ
男
鹿
駅
―
専
用

送
迎
バ
ス
　
②
車
は
秋
田
自
動
車

道

・
秋
田
南
イ
ン
タ
ー
国
道

一
三

号
―
海
岸
道
路
―
男
鹿
市
　
③
高

速
バ
ス
は
秋
田
駅
下
車
―
後
は
①

に
よ
り
男
鹿
駅
）
を
明
記
。

宛
先
　
一Ｔ
Ｏ

一
〇
―
〇
九
〇
五

秋
田
市
保
戸
野
中
町
七
―
上
四

岡
田
光
行
　
日
本
山
岳
会
秋
田
支

部
長
宛

締
切
　
八
月
十
日
　
定
員
百
二
十
名

※
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
Ｊ
Ａ
Ｃ
ジ
ュ
ニ
ア
登
山
教
室

山
研
運
営
委
員
会

上
高
地
の
山
研
を
中
心
に
、
子
供
た
ち

に
自
然
観
察
と
登
山
を
体
験
し
て
も
ら
う

三
泊
四
日
の
教
室
で
す
。
自
分
た
ち
で
食

事
も
作
り
ま
す
。

日
程
　
八
月
二
十
四
日
口
～
二
十
七
日
困

対
象
　
会
員
の
子
女
と
そ
の
友
達
の
男
女

小
学
四
年
生
～
中
学
三
年
生
ま
で

内
容
　
自
然
観
察
教
室
、
登
山

授
業
料
　
一
万
七
千
円
程
度

（上
高
地
山

研
集
合

・
解
散
　
宿
泊
費
、
食
費
を

含
む
）

申
込
締
切
　
八
月
十
日
　
定
員
十
～
十
五

名

（詳
細
要
項
を
ご
希
望
の
方
は
ハ

ガ
キ
で
事
務
局
気
付

「山
研
ジ
ュ
ニ

ア
の
係
」
ま
で
）

◆
山
研
で
自
然
エ
ネ
ル
ギ
ー
展
を
開
催

共
催
／
科
学
委
員
会

・
資
料

委
員
会

・
山
研
運
営
委
員
会

「人
と
自
然
の
協
調
」
を
テ
ー
マ
に
し
た

特
別
展
で
す
。
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

期
間
　
八
月
二
日
同
～
二
十
二
日
田

会
場
　
上
高
地
山
岳
研
究
所
資
料
室

◆
第
七
回
懇
親
山
行

。
富
士
山
ヘ９２

同
期
会

日
時
　
九
月
二
十
六
日
０
～
二
十
七
日
同

場
所
　
富
士
山
　
（須
走
口
七
合
目
太
陽

館
に
宿
泊
予
定
）

集
合
　
九
月
二
十
六
日
十
時
Ｊ
Ｒ
御
殿
場

駅
改
札
口

費
用
　
七
千
円

（
一
泊
二
食
交
通
費
別
）

申
込
　
九
月
十
五
日
ま
で
に
大
貫
金
吾
ヘ

鴨
〇
四
八
―
四
七
二
―
二
三
二
九

※
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
郵
送
し
ま
す
。

天
候
に
よ
っ
て
は
山
麓
散
策
に
変
更
。

※
第
六
回
丹
沢
山
行

（五
月
実
施
）
の
反

省
会
を
か
ね
ま
す
。

◆
秋
の
山
行
案
内

ジ
ャ
ッ
ク
９３
会

紅
葉
の
泥
湯
温
泉
か
ら
高
松
岳
へ
。

日
時
　
九
月
二
十
六
日
０
、
二
十
七
日
同

場
所
　
山
伏
岳

ｏ
高
松
岳

ｏ
小
安
岳

（栗

駒
国
定
公
園
内
）

泥
湯
温
泉
は
奥
羽
本
線
湯
沢
駅
か

ら
羽
越
バ
ス
で
約

一
時
間

集
合
　
二
十
六
日
十
七
時
　
泥
湯
温
泉

費
用
　
一
万
三
千
円
程
度

（宿
泊
費
他
）

申
込
　
住
所
、
氏
名
、
年
齢
、
会
員
番
号

を
明
記
し
、
返
信
用
封
筒
ま
た
は

Ｅ
メ
ー
ル
で
、
花
澤
廣
巳
宛

（世

田
谷
区
祖
師
谷

一
―

一
七
―
八

皿

・
〇
三
―
三
四
八
三
―
〇
九
二
七
）

◎
国

日

”
螂

¨
国
＞
Ｚ
＞

　

　

ｏ
Ｈ
∞
Ｎ
紹

◎
∽■
．”
Ｐ
∽
”
●
Ч
９
〇〇
こ
づ

締
切
　
八
月
末
日

※
申
込
者
に
は
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
自
宅
で
で
き
る
自
主
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講

座
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
山
げ
ら
の
会

「楽
に
山
に
登
り
ま
し
ょ
う
。
筋
肉
痛
よ

さ
よ
う
な
ら
！
」
と
い
う
テ
ー
マ
で
チ
ュ

ー
ブ
や
ダ
ン
ベ
ル
を
使

っ
た
ス
ト
レ
ツ
チ

ｏ
筋
ト
レ
を
月

一
回
行

っ
て
い
ま
す
。
山

げ
ら
メ
ン
バ
ー
で
な
い
会
員
の
参
加
も
大

歓
迎
で
す
。

日
時
　
九
月

一
日
ω

十
月
六
日
ω

十

一
月
九
日
側

十
二
月
九
日
因

講
師
　
三
井
吉
由
江

会
場
　
日
本
山
岳
会

一
〇
四
号
室

申
込
　
鴨

・
Ⅲ
Ｏ
三
―
三
四
五

一
―
五
三

八
八
　
三
井
ま
で

■
訂
正

五
月
号

（六
三
六
号
）

一
四
ペ
ー
ジ

一
段

六
行
日
の

「温
暖
帯
」
は

「暖
温
帯
」
の

誤
り
で
し
た
。
お
詫
び
し
て
訂
正
し
ま
す
。
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